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再
び
灯
せ

家
の
温
も
り

～
空
き
家
か
ら
の
地
域
再
生
～

皆
さ
ん
の
家
の
近
く
に「
空
き
家
」は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

平
成
26
年
の
総
務
省
の
調
査
で
、
全
国
の
空
き
家
は
約
８
２
０
万
戸
。

そ
の
割
合
は
住
宅
全
体
の
13
・
５
％
に
も
上
り
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
放
置
さ
れ
老
朽
化
し
た
空
き
家
は
人
の
生
命
・
財
産
に
ま
で
危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
、

全
国
で
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
空
き
家
の
持
つ
問
題
と
活
用
の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。
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知
ら
ぬ
間
に
損
害
賠
償
責
任
も

管
理
な
き
空
き
家
は
「
負
」
動
産

「
空
き
家
の
所
有
者
は
、
突
然
２
億
８
６

０
万
円
の
負
債
を
負
う
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
」。
そ
ん
な
試
算
を
公
益
財
団
法
人

日
本
住
宅
総
合
セ
ン
タ
ー
が
公
表
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
倒
壊
し
た
空
き
家
が
隣
接
す

る
住
宅
を
全
壊
、
居
住
す
る
家
族
３
人
を
死

亡
さ
せ
た
場
合
の
試
算
で
す
。

空
き
家
は
個
人
の
財
産
の
た
め
、
所
有
者

は
適
正
に
管
理
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。
適

正
に
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
な
ど
が

原
因
で
事
故
が
発
生
し
、
他
人
に
損
害
を
与

え
た
場
合
は
、
所
有
者
の
責
任
が
問
わ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

不
動
産
は
20
年
間
続
け
て
他
人
に
占
有
さ

て
い
る
と
所
有
権
を
奪
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
遠
隔
地
の
不
動
産
と
な
る
と
、
な
か

な
か
現
地
へ
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
現

地
の
状
況
を
把
握
し
な
い
ま
ま
放
置
し
た
が

た
め
に
、
知
ら
ぬ
間
に
不
動
産
の
権
利
を

失
っ
た
り
、
他
人
に
損
害
を
与
え
て
損
害
賠

償
責
任
を
負
っ
た
り
す
る
こ
と
も
実
際
に
起

こ
り
得
る
の
で
す
。

市
の
空
き
家
の
半
数
が
老
朽
化

生
活
環
境
悪
化
の
懸
念
も

霧
島
市
が
行
っ
た
調
査
で
は
、
平
成
26
年

３
月
時
点
で
約
３
６
０
０
戸
の
空
き
家
が
あ

る
と
判
明
（
グ
ラ
フ
参
照
）。
そ
の
う
ち
10

年
以
上
の
空
き
家
が
46
・
２
％
と
老
朽
化
が

目
立
ち
ま
す
。
さ
ら
に
、
空
き
家
所
有
者
の

今
後
の
活
用
意
向
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
57・

４
％
が
「
不
明
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
少
子

高
齢
化
が
進
め
ば
、
こ
れ
ら
の
数
字
は
さ
ら

に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

管
理
さ
れ
な
い
空
き
家
は
、
老
朽
化
を
早

め
、
強
風
で
屋
根
や
外
壁
が
飛
ば
さ
れ
他
人

の
命
や
財
産
に
危
害
を
及
ぼ
し
た
り
、
火
災

の
原
因
や
犯
罪
の
温
床
に
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
ほ
か
生
活
環
境
や
景
観
の
悪
化
に
つ

な
が
り
、「
樹
木
の
枝
が
敷
地
外
に
は
み
出

し
て
い
る
」「
ご
み
の
不
法
投
棄
が
あ
る
」

「
雑
草
が
生
え
る
」「
住
み
着
い
た
鳥
の
ふ
ん

が
不
衛
生
」
な
ど
、
苦
情
も
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
空
き
家
は
大
丈
夫
で
す
か
。
誰

か
に
危
害
を
加
え
る
前
に
、
空
き
家
の
状
況

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

一
歩
間
違
え
ば

大
事
故
に
な
っ
て
い
た

地
域
に
あ
る
空
き
店
舗
が
老

朽
化
し
、
昨
年
の
台
風
で
壁
が

剝
が
れ
道
路
に
落
下
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
道
路
が
狭
い

上
、
車
や
歩
行
者
が
多
い
道
な
の

で
、
運
悪
く
当
た
っ
た
ら
と
思
う

と
ぞ
っ
と
し
ま
し
た
。
今
も
改
善

さ
れ
ず
に
不
安
は
募
る
一
方
で
す
。

私
た
ち
は
建
物
の
反
対
側
を
通

る
な
ど
の
対
応
が
精
一
杯
。
所
有

者
に
は
一
刻
も
早
く
解
決
策
を
見

出
し
て
ほ
し
い
で
す
。

赤
池 

勇
一
郎
さ
ん
（
59
）

福
山
町
福
山
在
住

INTERVIEW
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■霧島市の地区別空き家数 平成26年３月末時点

放置され、荒廃が進んだ空き家
（写真提供：NPO法人 結の夢来人・絆プロジェクト）
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空
き
家
を
抱
え
る
人
は
何
を
す
る
べ
き
な

の
か
、
県
内
で
空
き
家
再
生
に
取
り
組
む
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
結ゆ

い

の
夢む

来ら

人び
と

・
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
有
馬
法の

り

久ひ
さ

さ
ん（
56
）に
聞
き
ま
し
た
。

空
き
家
は
な
ぜ
で
き
る

空
き
家
と
は
普
段
人
が
住
ん
で
い
な
い
家

屋
の
こ
と
で
、
全
国
的
に
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。
有
馬
さ
ん
は
空
き
家
増
加

の
背
景
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
。

「
所
有
者
の
死
亡
や
入
院
、
施
設
へ
の
入

所
で
管
理
者
が
い
な
く
な
る
こ
と
に
加
え
、

管
理
者
が
い
る
場
合
で
も
家
財
道
具
や
仏
壇
、

思
い
出
な
ど
が
あ
る
家
、
先
祖
代
々
の
家
を

壊
し
た
く
な
い
な
ど
の
理
由
が
あ
り
解
体
が

進
み
ま
せ
ん
。
建
物
が
残
っ
て
い
る
と
固
定

資
産
税
が
６
分
の
１
に
軽
減
さ
れ
る
仕
組
み

が
あ
る
ほ
か
、
多
額
の
解
体
費
用
が
掛
か
る

こ
と
も
大
き
な
原
因
と
い
え
ま
す
」

ま
ず
は
権
利
関
係
の
整
理
を

空
き
家
は
個
人
の
財
産
で
あ
る
た
め
、
他

人
が
勝
手
に
処
分
で
き
ま
せ
ん
。
有
馬
さ
ん

は
、
空
き
家
を
抱
え
た
場
合
は
“
専
門
家
を

介
し
て
空
き
家
の
権
利
関
係
を
整
理
す
る
こ

と
が
先
決
”
と
力
を
込
め
ま
す
。

「
所
有
者
が
死
亡
し
、
家
な
ど
を
相
続
す

る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
相
続
権
を
持
つ
人

全
員
で
、
遺
産
の
分
割
協
議
を
行
い
ま
す
。

相
続
の
分
配
が
決
ま
る
ま
で
、
空
き
家
の
売

却
や
賃
貸
、
管
理
委
託
な
ど
全
て
の
決
定
に

は
相
続
人
全
員
の
同
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

相
続
人
が
多
い
と
、
空
き
家
の
処
遇
決
定
に

時
間
が
か
か
り
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
、
荒

廃
す
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
。
所
有
者
が
元

気
で
意
思
を
は
っ
き
り
と
伝
え
ら
れ
る
う
ち

に
、
共
有
財
産
を
相
続
代
表
者
で
登
記
す
る

“
生
前
整
理
”
が
必
要
で
す
」

危
険
な
空
き
家
は

増
税
・
強
制
撤
去
も

霧
島
市
は
空
き
家
を
適
正
に
管
理
・
活
用

す
る
た
め
、
昨
年
３
月
に
「
空
き
家
対
策
基

本
方
針
」
を
策
定
。
さ
ら
に
、
先
月
26
日
に

は
国
の
「
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
（
特
措

法
）」
が
完
全
施
行
さ
れ
、こ
れ
に
よ
り
市
は
、

倒
壊
・
衛
生
問
題
が
あ
る
と
判
断
し
た
空
き

家
（
特
定
空
き
家
）
に
対
し
除
去
や
修
繕
の

指
導
・
勧
告
・
命
令
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
勧
告
に
従
わ
な
い
と
、
従
来
あ
っ

た
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
が
な
く
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
命
令
に
従
わ
な
い
と
市
に
よ
る

強
制
撤
去
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

「
特
定
空
き
家
が
他
人
に
危
害
を
加
え
た

場
合
の
損
害
賠
償
を
考
え
る
と
、
特
定
空
き

家
を
所
有
し
続
け
る
メ
リ
ッ
ト
は
皆
無
と
な

る
た
め
、
早
め
の
対
処
を
お
勧
め
し
ま
す
」

さ
ら
に
特
定
空
き
家
に
な
る
前
の
対
処
を

呼
び
掛
け
ま
す
。

「
国
の
判
定
基
準
指
針
で
は
、
土
台
の
シ

ロ
ア
リ
被
害
や
屋
根
の
大
き
な
損
傷
が
あ
る

家
屋
な
ど
を
特
定
空
き
家
と
例
示
し
て
い
ま

す
。
建
物
の
点
検
、
屋
内
の
換
気
や
清
掃
、

敷
地
内
に
お
け
る
除
草
・
剪
定
を
定
期
的
に

行
い
、
空
き
家
を
荒
廃
さ
せ
な
い
よ
う
に
管

理
す
る
こ
と
が
大
切
。
最
近
は
空
き
家
を
管

空
き
家
の
処
方
箋せ

ん

空
き
家
に
活
路
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

専
門
家
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

有馬法
の り

久
ひ さ

さん（56）
鹿児島市を中心に県内で空き家の管理・再生・
活用と住民主体の定住促進・地域再生を支援
する「NPO法人結

ゆい
の夢

む
来
ら

人
びと

・絆プロジェクト」
の村長（理事長）。建築士、遺品整理士、ヘリテー
ジマネジャー（歴史文化遺産の保護活動）。定
期的な空き家相談会を実施。鹿児島市在住。

NPO法人 結の夢来人・絆プロジェクト
☎090（9674）8901

NPO法人 結の夢来
人・絆プロジェクトの
Facebookページは
こちらから
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理
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る

の
で
活
用
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
」

霧
島
市
に
は
空
き
家
の
管
理
な
ど
を
含
め

た
相
談
窓
口
や
危
険
廃
屋
解
体
撤
去
補
助
金

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

活
用
の
道
は
さ
ま
ざ
ま

適
正
に
管
理
さ
れ
た
空
き
家
は
ど
の
よ
う

に
活
用
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ

に
は
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
と
有
馬
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

「
本
当
に
必
要
と
し
な
い
空
き
家
な
ら
、

相
続
関
係
を
整
理
し
た
上
で
、
売
る
か
、
貸

す
こ
と
が
一
番
で
す
。
全
国
で
は
自
治
体
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
空
き
家
を
借
り
た
い
人
と
貸

し
た
い
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
『
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
』
で
成
果
を
上
げ
る
な
ど
、
互

い
の
利
益
を
合
致
さ
せ
新
た
な
空
き
家
需
要

を
発
掘
す
る
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
ま
す
。

空
き
家
を
改
修
し
地
域
の
活
動
拠
点
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
再
生
に
結
び
つ
け

て
い
る
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。
思
い
出

の
詰
ま
っ
た
空
き
家
も
、
廃
墟
に
な
る
前
に

次
世
代
に
つ
な
ぎ
、
移
住
・
定
住
に
結
び
つ

け
る
こ
と
で
、
地
域
再
生
の
大
き
な
力
と
な

り
ま
す
」

霧島では20年以上前から
空き家活用が始まっていた

知恵と工夫で地域に子どもを
平成３年当時、永水小学校のPTA会長

だった四本廣美さんが霧島町永水地区の人
口推移を予測したところ、50人いた子ど
もが10年後には半数程度まで減る恐れが
あると分かりました。そこで地域に子どもを呼び込もうと同年、
学校と地域が一体となって山村留学里親制度実施委員会を立ち
上げ、全国から留学生の受け入れを開始しました。
「家族ごと留学する家族留学も推奨しました。留学する家族

に住んでもらうため、目を付けたのが持ち主の高齢化などで管
理が難しく放置されていた「空き家」でした。自治会への加入と
地域行事への参加を条件に、地域の負担である程度の修繕を行
い安くで貸した結果、地域に子どもの元気な声と活気が戻りま
した。本当にうれしいです」

これまで山村留学の補助制度も活用して全国から10世帯を超
える家族留学があり、２世帯が霧島市に定住しています。人口
減への危機を察知し、住民同士で知恵を出し、汗をかいた永水
地区。霧島にも20年以上前から、空き家を活用した取り組みが
ありました。

四本廣
ひろ

美
み

さん（62）

�問＝霧島市立永水小学校  ☎（57）0367

再
び
灯
せ

家
の
温
も
り

～
空
き
家
か
ら
の
地
域
再
生
～

危険空き家の解体補助金制度
市では危険廃屋を解体・撤去するための
補助金を交付しています。
◦�対象＝屋根や柱などが朽ちるなど、使用することが不能と

なった市内の建物で、周囲に危険を及ぼす恐れのあるもの。
◦�補助金額＝補助対象工事費の３分の１以内、上限30万円。
（対象工事費が30万円以上に限る）

※�詳細は問い合わせるか、市ホームページをご覧ください。
�問・�申＝安心安全課��☎（64）0997

中村 喜代美さん（48）・

実
み

夢
ゆ

さん（9）

山村留学利用者

INTERVIEW

自然に囲まれた場所で子どもを育てたくて、
平成26年４月に娘と２人で移住してきました。
空気がきれいで緑がいっぱい。地域行事の
田植えやそば打ちなど、初めての貴重な体験
ができました。猫を飼え、家庭菜園ができる
一軒家が希望だったので、大家さんや地域
の皆さんにとても感謝しています。

空き家に関する相談や
各種制度

◦空き家全般の相談に
ついて　■問＝建築指導課

�☎（64）0954

◦空き家に関する税制
について　■問＝税務課�☎

（64）0885

◦雑草などの問題につ
いて　■問＝環境衛生課�☎

（64）0950

危険・迷惑な空き家について

◦空き家の解体につ
いて→右の補助制度

を参照

活用できる空き家について

◦空き店舗を貸した
い・借りたい→ P6、

7

◦自然豊かな地域の
空き家に住みたい→

P7
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霧
島
市
に
は
空
き
家
の
活
用
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
１
月
か
ら
、
市
内
の
空
き
店
舗
を
貸
し
た
い
人
と

借
り
た
い
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
「
霧
島
市
空
き
店
舗
等
ス
ト
ッ
ク
バ
ン
ク
制
度
」、

４
月
か
ら
中
山
間
地
域
に
移
住
し
て
空
き
家
を
活
用
す
る
人
へ
の

「
移
住
定
住
促
進
空
き
家
活
用
補
助
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

再
び
灯
せ

家
の
温
も
り

～
空
き
家
か
ら
の
地
域
再
生
～

家
賃
補
助
が
開
業
の
大
き
な
力
に

市
の
空
き
店
舗
等
ス
ト
ッ
ク
バ
ン
ク
制
度

は
、貸
し
た
い
空
き
店
舗
を
登
録
し
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供
す
る
制
度
で
す
。
霧

島
商
工
会
議
所
が
平
成
14
年
か
ら
続
け
て
い

た
空
き
店
舗
活
用
家
賃
補
助
制
度
も
市
で
引

き
継
ぎ
、
登
録
し
た
店
舗
を
借
り
た
人
は
家

賃
の
補
助
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

空
き
店
舗
の
家
賃
補
助
を
活
用
し
、
今
年

で
10
周
年
を
迎
え
た
の
は
、
国
分
中
央
三

丁
目
の
飲
食
店
「
ゆ
き
源
」。
鹿
児
島
市
の

料
亭
で
調
理
師
だ
っ
た
夫
・
堂
脇
洋
一
さ

ん
（
46
）
と
元
歯
科
助
手
の
妻
あ
け
み
さ
ん

（
42
）
が
、
夢
だ
っ
た
自
分
の
店
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

「
希
望
ど
お
り
の
店
舗
が
タ
イ
ミ
ン
グ
よ

く
空
き
ま
し
た
が
、
お
金
が
心
配
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
近
く
の
空
き
店
舗
で
開
業
し
た

店
主
か
ら
聞
い
た
家
賃
補
助
制
度
が
開
業
へ

背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
」

１
年
間
、
月
5
万
円
の
補
助
を
受
け
ら
れ

た
お
か
げ
で
開
業
当
初
を
乗
り
切
れ
た
と
い

う
堂
脇
さ
ん
夫
婦
。
そ
の
ほ
か
開
業
の
た
め

の
相
談
ご
と
に
も
丁
寧
に
対
応
し
て
も
ら
っ

た
と
話
し
ま
す
。

「
融
資
で
有
利
な
制
度
が
あ
る
こ
と
や
経

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
教
え
て
も
ら
い
、
家
賃
補

助
以
上
の
成
果
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
い

仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
恩
返
し
。
ま
ち
の
活

性
化
に
役
立
ち
た
い
で
す
」

家
賃
補
助
に
加
え
、
登
録
し
た
空
き
店
舗

情
報
も
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
業
し
た
い

人
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

空き店舗の情報を市で公開
家賃補助で開業の機会も拡大します

始
め
ま
し
た 　「霧島市空き店舗等ストックバンク制度」

は、登録された市内の空き店舗などを市ホー
ムページで公開し、活用を促進する制度で
す。登録された店舗の借主は補助金を受け
られます。詳しくは問い合わせください。

■ストックバンク制度
◦�登録対象＝市内にある空き店舗・空き家
で、商工業に使用する目的で売買・貸し
付けを希望する物件。
※業種や使用目的に制限があります。

◦�登録条件＝空き店舗などの所有者であり、
市税の滞納がないことなど。

■借り主への空き店舗家賃補助制度
◦ 補助内容＝家賃の２分の１�（中山間地域
では家賃の３分の２）�を基本１年間補助。
（５万円が上限）
◦�補助条件＝ストックバンクに登録された
店舗を借りる、市内に居住する、３年以
上営業するなど。

�問＝商工振興課☎（64）0912

ゆき源  国分中央三丁目6-7�☎（47）6420
営業時間／ 11：30 ～ 13：50  18：00 ～ 21：30
定休日／月曜、第１日曜　　駐車場／奥に２台ほか

ストックバンク制度と空き店舗家賃補助制度
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空
き
家
の
活
用
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

霧
島
で
暮
ら
せ
る
幸
せ

市
で
は
特
に
中
山
間
地
域
（
国
分
・
隼
人

地
区
の
市
街
地
以
外
）
へ
の
移
住
を
促
進
し

て
い
ま
す
。
平
成
20
年
４
月
か
ら
中
山
間
地

域
に
住
宅
を
取
得
し
移
住
し
た
人
へ
の
補
助

制
度
を
始
め
、
今
年
４
月
か
ら
さ
ら
に
、
中

山
間
地
域
の
空
き
家
な
ど
を
活
用
す
る
人
に

補
助
を
行
う
霧
島
市
移
住
定
住
促
進
空
き
家

活
用
補
助
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

昨
年
末
に
鹿
屋
市
か
ら
自
然
豊
か
な
霧
島

田
口
の
空
き
家
へ
移
住
し
た
川
﨑
さ
ん
一
家
。

市
の
中
山
間
地
域
移
住
定
住
促
進
補
助
制
度

を
利
用
し
、
中
古
住
宅
の
増
改
築
補
助
50
万

円
の
う
ち
当
初
申
請
の
25
万
円
と
子
ど
も
２

人
の
扶
養
補
助
40
万
円
を
受
け
ま
し
た
。

「
霧
島
市
の
中
山
間
地
域
を
選
ん
だ
の
は
、

大
好
き
な
高
千
穂
峰
が
見
え
る
場
所
が
見
つ

か
っ
た
こ
と
と
、
市
の
補
助
制
度
が
良
か
っ

た
こ
と
。
ほ
か
の
自
治
体
と
比
較
し
て
も
霧

島
市
の
制
度
は
充
実
し
て
い
ま
し
た
」

念
願
の
霧
島
移
住
を
実
現
さ
せ
た
川
﨑
さ

ん
。
ス
ト
ー
ブ
か
ら
吹
き
抜
け
の
天
井
ま
で

伸
び
る
印
象
的
な
煙
突
は
屋
根
に
登
っ
て
設

計
士
と
一
緒
に
取
り
付
け
ま
し
た
。

「
中
古
住
宅
の
魅
力
は
、
新
築
に
比
べ
建

築
費
な
ど
の
初
期
投
資
が
安
い
こ
と
。
自
分

た
ち
の
手
で
希
望
ど
お
り
に
改
修
し
て
い
く

過
程
も
楽
し
か
っ
た
で
す
」

市
内
の
市
街
地
か
ら
中
山
間
地
域
の
住
宅

を
取
得
し
移
住
す
る
場
合
に
も
補
助
が
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
も
お
得
な
制
度
を
活
用
し
て

憧
れ
の
マ
イ
ホ
ー
ム
を
手
に
入
れ
ま
せ
ん

か
。

種 類 補助内容 補助対象者（各条件を全て満たすこと）

家
賃
補
助

月額家賃の
3分の2

（上限3万円）

・ 霧島市に転入し、中山間地域の一戸建
て、アパート、マンションなどの空き
家等賃貸住宅に入居する人。

・ 40歳未満で、市区町村民税に滞納がな
く、自治会に加入し、3年以上定住する。

空
き
家
改
修
等

補
助

賃貸に供するために
必要な改修費用
などの3分の1
（上限30万円）

・ 中山間地域の空き家（一戸建て）を所有
する個人で、期間内に賃貸に供するた
めの改修（リフォーム、家財処分など）
を行った人。

・ 申請時に1年以上の賃貸契約を締結で
きること。

■「移住定住促進空き家活用補助制度」

■「中山間地域活性化のための移住定住促進補助制度」
◦ 中山間地域に住宅を新築・購入または増改築した市外からの転入者

および国分・隼人の市街地からの転居者に対し、最大100万円+α
の補助金を交付する制度も実施しています。

◦各制度の詳細は、問い合わせるか市ホームペ
　ージをご覧ください。
※各制度の期限は平成28年３月31日までです。

�問＝共生協働推進課中山間地域活性化グループ
☎（64）0988

市の移住定住に関す
る情報はこちらから

中
山
間
移
住
補
助
制
度
で

念
願
の
霧
島
移
住
が

叶
い
ま
し
た

川﨑真人さん（42）、友紀美さん（44）、綾さん（9）、慎太郎君（7）

中山間地域に移住する人のための制度

存在感のある長い煙突のストー
ブ（左）と、日当たりの良いキャッ
トウオーク（高所通路）（上）
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生
か
せ
ば
地
域
が
変
わ
る

山
あ
い
の
隼
人
町
嘉
例
川
地
区
に
築
65
年

に
な
る
古
民
家
が
あ
り
ま
す
。そ
の
名
も「
憩

い
の
家
」。
４
年
前
か
ら
隼
人
町
姫
城
の
清

水
恵
美
子
さ
ん
（
62
）
が
田
舎
料
理
な
ど
で

訪
れ
る
人
を
も
て
な
し
て
い
ま
す
。
煙
突
か

ら
か
ま
ど
の
煙
が
立
ち
上
る
と
、「
遊
び
に

き
た
よ
」
と
地
域
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
き

ま
す
。

空
き
家
の
再
生
に
込
め
た
思
い

憩
い
の
家
は
恵
美
子
さ
ん
の
夫
・
正
雄
さ

ん
（
65
）
の
元
実
家
で
、
約
30
年
間
空
き
家

で
し
た
。
両
親
が
シ
イ
タ
ケ
農
家
だ
っ
た
正

雄
さ
ん
。
定
年
後
、
夫
婦
で
シ
イ
タ
ケ
販
売

を
受
け
継
ご
う
と
改
修
を
考
え
た
と
こ
ろ
、

定
年
で
戻
っ
て
き
た
大
工
な
ど
の
経
験
を
持

つ
正
雄
さ
ん
の
同
級
生
た
ち
が
協
力
し
て
く

れ
ま
し
た
。
腐
食
し
た
柱
の
補
強
な
ど
苦
労

し
な
が
ら
、
１
年
以
上
か
け
た
改
修
で
旧
交

を
温
め
る
中
、
こ
こ
を
地
域
の
憩
い
の
場
に

し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
「
憩
い
の
家
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

古
民
家
な
ら
で
は
の
素
朴
な
雰
囲
気
の
店

内
に
は
、
か
ま
ど
や
い
ろ
り
、
裸
電
球
な
ど

昔
か
ら
の
物
が
。
一
瞬
、
昭
和
の
時
代
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
感
覚
に
陥
り
ま

す
。
そ
こ
に
は
清
水
さ
ん
夫
婦
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「
実
家
に
は
シ
イ
タ
ケ
乾
燥
機
の
熱
を
暖

房
に
利
用
し
て
い
た
跡
な
ど
が
残
さ
れ
て
い

て
、
懐
か
し
さ
と
共
に
昔
な
が
ら
の
知
恵
に

空
き
家
の
持
つ
力
が
教
え
て
く
れ
る
も
の

憩いの家
隼人町嘉例川2835-3��☎080（3985）6042
営業時間／ 10：30 ～ 15：00　営業日／木・金・土曜

❶❷❸❹❺

広報きりしま  8



感
動
し
ま
し
た
。
家
族
の
思
い
が
込
め
ら
れ

た
古
き
良
き
も
の
を
再
生
し
、
引
き
継
い
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

地
域
の
憩
い
の
場
所
に

憩
い
の
家
を
開
く
と
、
次
第
に
地
域
の
人

が
野
菜
や
漬
物
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
恵
美
子
さ
ん
も
そ
れ
に

応
え
る
よ
う
に
、
地
域
の
人
た
ち
か
ら
嘉
例

川
の
味
を
習
い
、
持
ち
寄
ら
れ
た
材
料
や
家

で
採
れ
た
野
菜
で
料
理
を
出
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
す
っ
か
り
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ

た
と
喜
ぶ
恵
美
子
さ
ん
。

「
今
で
は
皆
さ
ん
が
こ
の
家
を
『
と
て
も

落
ち
着
く
』
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
私
も
皆

さ
ん
の
顔
を
見
る
と
元
気
が
湧
い
て
き
ま
す
。

こ
こ
は
私
の
憩
い
の
場
。
地
域
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
も
そ
う
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」

空
き
家
か
ら
教
わ
る
も
の

店
内
の
壁
に
は
た
く
さ
ん
の
写
真
や
雑
記

帳
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
や
同
窓

生
が
集
ま
っ
て
い
る
写
真
の
ほ
か
、
中
に
は

外
国
人
の
写
真
や
手
紙
も
。

「
全
国
を
は
じ
め
、
海
外
か
ら
の
観
光
客

も
立
ち
寄
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
茶
や
田

舎
料
理
を
振
る
舞
う
と
、
珍
し
い
と
喜
ん
で

く
れ
ま
す
。
特
に
古
民
家
の
雰
囲
気
を
気
に

入
っ
て
く
れ
て
、『
嘉
例
川
っ
て
い
い
と
こ

ろ
だ
ね
』
と
言
っ
て
も
ら
う
の
が
一
番
う
れ

し
い
。
古
民
家
の
持
つ
魅
力
が
こ
の
店
に
人

を
引
き
つ
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
が
嘉
例
川
の

魅
力
の
一
つ
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

大
量
生
産
、
大
量
消
費
の
現
代
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
。
そ
ん
な
中
で
も
人
の
心
を
つ
か

む
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た「
空
き
家
」。
古
き
良

き
も
の
が
、
多
く
の
人
の
憩
い
と
な
り
、
地

域
を
元
気
付
け
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

市
の
空
き
家
活
用
補
助
制
度
も
期
限
が
平

成
28
年
３
月
31
日
ま
で
。
皆
さ
ん
も
こ
の
機

会
に
空
き
家
の
良
さ
に
目
を
向
け
、
活
用
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

幼
少
時
、
遊
び
に
来
た

家
を
再
生
し
ま
し
た

嘉
例
川
に
嫁
い
で
き
た

こ
ろ
か
ら
の
友
人

思
い
出
が
詰
ま
っ
た
憩
い
の
家

の
改
修
中
は
、
小
中
学
校
の
同

級
生
と
昔
話
を
し
な
が
ら
、
こ
こ

の
未
来
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
全

国
や
海
外
を
仕
事
で
回
り
ま
し

た
が
、
定
年
で
帰
っ
て
き
て
ふ
る

さ
と
の
良
さ
が
分
か
り
ま
す
。
こ

こ
が
ず
っ
と
私
た
ち
の
集
ま
れ
る

場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

よ
く
野
菜
な
ど
を
差
し
入
れ
、

ち
ょ
っ
と
し
た
総
菜
な
ど
を
買
っ

た
り
し
ま
す
。
こ
こ
の
雰
囲
気
が

大
好
き
で
、
い
ろ
り
や
自
在
か
ぎ

を
見
る
と
子
ど
も
の
こ
ろ
や
母
親

の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
3
年

前
に
亡
く
な
っ
た
夫
が
床
の
左
官

工
事
を
し
ま
し
た
。
今
の
に
ぎ
わ

い
を
見
て
き
っ
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

大
山 

公こ
う

司じ

さ
ん
（
65
）

吉
田 

な
が
子
さ
ん
（
63
）

隼
人
町
神
宮
在
住

隼
人
町
嘉
例
川
在
住

INTERVIEW

再
び
灯
せ

家
の
温
も
り

～
空
き
家
か
ら
の
地
域
再
生
～

高い天井にいろりや自在かぎ、裸
電球など懐かしい雰囲気の屋内

訪れる人たちの笑顔があふれる憩いの家❶
今
も
煮
炊
き
に
使
わ
れ
る
か
ま
ど
　
❷
恵
美
子
さ
ん
手
作
り
の
竹
ん
皮
団
子
と
け
せ
ん
団
子
　
❸
改
修
時
の
廃
材
で
作
っ
た
入
口
の
看
板
　
❹
壁
に
飾

ら
れ
た
思
い
出
の
写
真
　
❺
楽
し
そ
う
に
話
す
恵
美
子
さ
ん
　
❻
コ
ケ
む
し
た
屋
根
瓦
　
❼
裏
庭
で
取
れ
た
竹
の
皮
も
料
理
に
活
用

静かな山里にひっそりとたたずむ憩
いの家

❻❼
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医薬品、医療用具などの運送業を行うピップ物流
株式会社が、国分上野原テクノパークに鹿児島セン
ターを設立することになり４月17日、市と立地協
定を結びました。九州南部の店舗への効率的な配送
業務に対応するもので、４月から操業。地元から新
たに60人を雇用しています。大平和彦社長（左から
２番目）は「物流改善と業務拡大を目指し、地域の
活性化に貢献したい」と抱負を語りました。

平成27年度全国広報コンクールで「広報きり
しま」が広報紙（市部）で４位、広報写真（組み
写真）で２位、広報企画で入選と３部門で受賞
しました。同コンクールの入選以上はこれで９
年連続です。

入選した広報紙は昨年12月号。特集は200
号を迎えた「広報きりしま」の必要性を探りま
した。組み写真は、昨年11月号の20ページに
掲載した国分福島地区子育てサロンの活動を紹
介した写真です。広報企画は、閲読率アップの
ために取り組んだ若者向けコーナー「Link」と
南九州ケーブルテレビやＦＭきりしまなどとタ
イアップして行っているクロスメディアが評価
されました。

広報きりしまには、毎回たくさんの人が登場
します。これからも皆さんと一緒に人や地域が
さらに輝けるような広報誌を作っていきますの
で、ご協力をお願いします。

ピップ物流㈱と立地協定を締結

広
報
き
り
し
ま
が
全
コ
ン
３
部
門
で
受
賞

国分上野原テクノパークで建築資材の加工を手掛ける株式会社平
島が工場を増設することになり４月21日、市と立地協定を結びまし
た。需要が増える金属系建築資材の効率的な生産を行うため、今回
の増設を決定。平成28年１月の操業を目指し、地元から５人を新規
雇用予定です。平島良介社長（左から２番目）は、「霧島に工場を設
立して９年。これからも地域と共に発展したい」と抱負を語りました。

１次、２次産業用機械のメンテナンス、介護福祉
器具の開発などを行う株式会社未来工機が、工場を
新設することになり４月28日、市と立地協定を結
びました。迅速な顧客対応と受注拡大を視野に９月
に操業、地元から5人を新規雇用予定です。愛場誠
一社長（左から２番目）は「事業拡大で地元の経済
に少しでも貢献したい」と抱負を語りました。

㈱
平
島
と

立
地
協
定
を
締
結

㈱未来工機と立地協定を締結

き り し ま タ イ ム ズ

The Kirishima
Times

扌広報紙
200号記念をきっかけに、紙媒体の将来性を指摘、
さらに「よそのまち」の広報担当者への取材という
独自の切り口が、言葉になった。広報紙の一つのス
タイルを開拓したように思う。

➡組み写真
メーン写真では、笑顔で赤
ちゃんをあやす表情と大きな
手と小さな手の触れ合い、母
親の笑顔が、テーマの「地域
で支える真心の子育て」が表
現されている。

広報企画
広報紙の閲読率アップは全国共通の課題である。そ
うした中にあって、正面から「広報紙の閲読率」に
取り組んだ活動。広報をするための複合的な展開が
うまい。

審査員の講評

広報きりしま  10



市内の学生と写真クラブからの投稿写真紹介「スナップ×スナップ」

５月23日、午前９時ごろ。ミヤマキリシマのきれいな場
所を求めて、えびの高原を散策していたところ、不動
池のそばに鮮やかに咲くミヤマキリシマを発見。この
季節にしか出会えない景色に感謝しつつ目を奪われ、
思わずシャッターを切りました。生き生きとした花と一
緒に、背景の空も入れたくてアングルを工夫しました。
【撮影データ】絞り5.6　シャッター1/1250　ISO800

降り続いていた雨が上がり、草木に滴
しずく

が付いて、い
つもより輝いているように感じました。鮮やかなルピナ
スの花だけでなく、葉にも魅力があり写真に撮らなけ
れば気付きませんでした。たくさんの発見がある写真
が私は好きです。これからも撮り続けていきたいです。
【撮影データ】絞り５.6、シャッター1/80、ISO200

国分高校３年、写真部

有村 勇一さん（72）  国分下井、写真歴3年

細山田 夏
か

帆
ほ

さん（17）  写真歴３年

ルピナスの雫
しずく

映えるミヤマキリ
シマ

第２回全国キリシマツツジサミットが４
月18日に霧島国際ホテルで開催され、全
国から約250人が参加しました。国分中央
高校園芸工学科の生徒４人がキリシマツツ
ジの挿し木に取り組んだ研究成果を発表。
３年の鴨野国春君（17）は「キリシマツツ
ジを全国にアピールしていきたい」と力強
く話しました。

全国キリシマツツジサミット開催

第12回和気公園藤まつりが４月中旬から
５月上旬まで、牧園町の和気公園で開催され
ました。約100本の藤が公
園を彩り、週末の夜間には
ライトアップもされ、期間
中は約34,000人の花見客
が訪れました。

100本の藤が彩る藤まつり

島田さん（霧島永水）宅のキリシマツツジ

国分中央高校生による研究発表の様子
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昨
年
11
月
に
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
で
開
か

れ
た
県
高
校
弓
道
選
手
権
大
会
で
、

隼
人
工
業
高
校
３
年
の
湊

み
な
と

綾あ
や

佳か

さ
ん
（
17
）

が
３
位
に
入
賞
。
今
年
１
月
の
全
国
高
校
弓

道
選
抜
大
会
で
は
決
勝
ま
で
進
み
ま
し
た
。

湊
さ
ん
が
弓
道
を
始
め
た
の
は
中
学
１
年

の
と
き
。
父
・
彰

し
ょ
う

一い
ち

さ
ん
が
弓
道
を
し
て
い

た
こ
と
と
、
３
歳
上
の
兄
・
駿

し
ゅ
ん

吾ご

さ
ん
も
弓

道
を
し
て
い
て
、
そ
の
姿
を
見
て
、「
格
好

い
い
」
と
憧
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

「
兄
は
、
弓
道
が
上
手
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

や
国
体
に
も
出
場
す
る
ほ
ど
で
し
た
。
い
つ

か
兄
に
追
い
つ
き
た
い
と
家
で
も
弓
を
引
く

練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
」

意
外
に
も
中
学
生
の
と
き
は
、
良
い
結
果

を
出
せ
な
か
っ
た
と
い
う
湊
さ
ん
。
高
校
に

入
り
顧
問
の
先
生
に
、
試
合
に
対
し
て
の
心

構
え
を
教
え
て
も
ら
っ
た
の
が
上
達
の
き
っ

か
け
で
し
た
。

「
弓
道
は
平
常
心
が
大
切
。
で
も
メ
ン
タ

ル
面
が
弱
く
緊
張
し
た
り
、
心
に
迷
い
が

あ
っ
た
り
す
る
と
、
28
㍍
先
の
的
が
小
さ
く

見
え
ま
す
。
先
生
か
ら
道
具
を
大
切
に
す
る

こ
と
や
礼
儀
作
法
な
ど
を
教
わ
り
、
集
中
力

も
付
き
ま
し
た
」

集
中
力
が
付
き
、
良
い
結
果
を
収
め
る
よ

う
に
な
っ
た
湊
さ
ん
で
す
が
、
高
校
２
年
生

の
と
き
に
は
ス
ラ
ン
プ
に
陥
っ
た
こ
と
も
。

「
試
合
で
的
に
当
た
ら
な
い
こ
と
が
多
く

な
り
、
弓
を
引
く
の
が
恐
く
な
り
ま
し
た
。

不
調
の
原
因
が
分
か
ら
ず
苦
し
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
で
も
練
習
を
休
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
」練

習
か
ら
逃
げ
ず
に
顧
問
の
先
生
の
指
導

ど
お
り
、
た
だ
先
に
あ
る
矢
を
射
る
。
い
つ

の
間
に
か
湊
さ
ん
の
中
に
あ
っ
た
、
弓
を
引

く
恐
怖
心
が
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

湊
さ
ん
の
力
の
源
は
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら

の
応
援
で
す
。

「
学
校
の
先
生
方
や
部
員
か
ら
は
も
ち
ろ

ん
、
試
合
を
見
て
く
れ
た
人
も
声
を
掛
け
て

く
れ
ま
す
。皆
さ
ん
の
声
が
力
に
な
り
ま
す
」

夢
は
「
５
年
後
の
鹿
児
島
国
体
で
優
勝
す

る
こ
と
」
と
話
す
湊
さ
ん
の
明
る
い
笑
顔
に

は
、
希
望
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

夢のカタチ �
未来の夢を追う子どもたちの今を描きます

集
中
力
を
高
め
弓
を
引
く
湊
さ
ん

YELL

応援に行くのが一番の楽しみで
す。射場に立つ姿は迫力満点で
す。「正

せい

射
しゃ

必
ひっ

中
ちゅう

」を貫いて夢を叶
えてほしいです。社会人になって
も続けてね。いつか一緒に射場
に立ちたいです。たくさんの感動
をありがとう。

父・彰一さん（52）

エール

県
高
校
弓
道
選
手
権
大
会
個
人
の
部
３
位

全
国
高
校
弓
道
選
抜
大
会
決
勝
進
出

平
常
心
で
挑
む

夢
は
鹿
児
島
国
体

このコーナーでは、各分野で活躍する子どもたちを紹介します。
夢に向かって頑張る子どもたちを、ぜひ応援してください。

隼人工業高校３年

湊
みなと

  綾
あ や

佳
か

さん（17）

弓道の練習に励む毎日。
部活動では後輩の指導
にも当たる。夢は国体
出場。
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霧島市立図書館に
おいでください。

国分図書館／☎64-0918
隼人図書館／☎43-7574
溝辺図書室／☎58-3191
横川図書室／☎72-1596
牧園図書室／☎78-3349
霧島図書室／☎57-0316
福山図書室／☎56-2026

霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。

こ
ん
と
あ
き
の
心
の
交
流
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
の
絆
、
旅
を
通
し
て

成
長
す
る
あ
き
。
平
成
元
年
発
行

以
来
、
た
く
さ
ん
の
人
に
愛
さ
れ

て
い
る
絵
本
で
す
。

こ
ん
と
あ
き

田
原 

総
一
朗
　
著

権
力
者
た
ち
は
な
ぜ
天
皇
に
取
っ

て
代
わ
ら
な
か
っ
た
の
か
。
天
皇

は
な
ぜ
生
き
残
っ
た
の
か
。
日
本

史
最
大
の
謎
に
挑
む
。

日
本
人
と
天
皇

｢

い
ぶ
し
銀｣｢

ひ
ょ
ん
な
こ
と｣

な

ど
、
38
の
こ
と
ば
の
由
来
を
写
真

で
紹
介
。

お
か
べ 

た
か
し
　
著

林 

明
子
　
作

韓
国
人
作
家
が
実
名
で｢

反
日
韓

国｣

を
批
判
し
た｢

あ
な
た
た
ち
の

日
本｣

を
翻
訳
し
、
加
筆
修
正
し

た
日
本
版
。

柳ゆ 

舜す
ん

夏は

　
著

韓
国
人
の
癇か
ん

癪し
ゃ
く

日
本
人
の
微
笑
み

目
で
み
る
こ
と
ば
　
有
頂
天

図書館へ行こう
https://www.lib-kirishima.jp/

イベント名 日　　時［対　象］ 場　　所

ほるとの森おはなし会 ６月27日（土）、7月11日（土）、25日（土）14：00 ～ 14：30

国分図書館幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） ７月 4日（土）10：30 ～ 11：30

赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） ７月 6日（月）10：30 ～ 11：00

おはなしの部屋
６月21日（日）11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］
７月 2日（木）16：00 ～ 16：30［幼児］
７月 3日（金）11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］ 隼人図書館

語りの部屋（語りの会あもり） ７月12日（日）11：00 ～ 11：40

お話の時間（紙ふうせん） ６月15日（月）15：30 ～ 16：30 霧島図書室

平成23年
３月に発

生した

東日本大
震災で起

きた事実

を踏まえ
たフィクシ

ョン物語

です。阪
神淡路大

震災で妻

と一人娘を
失った１人

の教師。

その悲しみ
を乗り越え

、甚大

な被害を
受けた東

北に教師

が足りない
と派遣さ

れました。

１人の教師
と生徒たち

の本音

の生き方に
深く感銘を

受けま

した。

（横川町中
ノ在住）

山下富子さ
ん

おすすめの
本

そして

星の輝く夜
がくる

作者：真上  仁

私
の
宝
本

本との出合
いが

自分の世界
を

広げます

蒼
天
見
ゆ
／
葉
室
麟

可
愛
い
世
の
中
／
山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ

決
戦
！
大
阪
城
／
葉
室
麟
・
冲
方
丁
・
伊
東
潤

ス
マ
イ
ル
メ
イ
カ
ー
／
横
関
大

リ
バ
ー
ス
／
湊
か
な
え

衣
に
ち
に
ち
／
群
よ
う
こ

時
計
じ
か
け
の
熱
血
ポ
ン
ち
ゃ
ん
／
山
田
詠
美

淵
の
王
／
舞
城
王
太
郎

私
の
息
子
は
サ
ル
だ
っ
た
／
佐
野
洋
子

さ
よ
な
ら
、
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
／
窪
美
澄

長
い
お
別
れ
／
中
島
京
子

手
縫
い
で
か
ん
た
ん
！

お
う
ち
で
で
き
る
服
の
お
直
し
／
高
畠
海

行
正
り
香
の
お
酢
料
理
／
行
正
り
香

パ
セ
リ
食
堂
／
枝
元
な
ほ
み

教
室
の
日
曜
日
／
村
上
し
い
こ

そ
ら
ま
め
く
ん
の
あ
た
ら
し
い
ベ
ッ
ド
／
な
か
や
み
わ

あ
な
た
を
ず
っ
と
あ
い
し
て
る
／
宮
西
達
也

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

お
す
す
め
の
新

紹

介

刊
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な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

�

人
は
食
べ
る
こ
と
が
一
番

大
事
。
だ
か
ら
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
よ

り
手
作
り
の
も
の
で
育
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
す
の
は
国
分
上
之
段
の

有
村
か
ず
子
さ
ん
（
61
）。

今
は
離
れ
て
暮
ら
す
息
子
２
人

が
子
ど
も
の
こ
ろ
に
よ
く
作
っ
て

あ
げ
た
の
が
ガ
ネ
。
食
べ
盛
り
の

息
子
が
部
活
動
を
終
え
て
学
校
か

ら
帰
っ
て
く
る
と
「
お
腹
す
い
た
。

何
か
食
べ
た
い
」
と
い
う
の
が
日

課
で
し
た
。
そ
こ
で
思
い
出
し
た

の
が
、
か
ず
子
さ
ん
が
子
ど
も
の

こ
ろ
に
母
が
作
っ
て
く
れ
た
ガ
ネ
。

そ
の
味
を
思
い
出
し
、
少
し
ア
レ

ン
ジ
を
加
え
な
が
ら
作
っ
た
ガ
ネ

は
子
ど
も
た
ち
へ
の
愛
情
が
た
っ

ぷ
り
入
っ
て
い
ま
し
た
。

「
食
べ
や
す
い
よ
う
に
少
し
細

め
に
野
菜
を
カ
ッ
ト
し
、
中
ま
で

し
っ
か
り
火
を
通
し
た
わ
が
家
の

ガ
ネ
。
た
く
さ
ん
の
野
菜
と
成
長

期
に
必
要
な
栄
養
素
が
豊
富
で
、

息
子
た
ち
は
夢
中
に
な
っ
て
食
べ

て
く
れ
ま
し
た
」

息
子
た
ち
が
就
職
し
て
か
ら
は
、

夫
の
た
め
に
よ
く
作
り
ま
す
。

「
息
子
家
族
が
遊
び
に
来
た
と

き
は
、
嫁
も
一
緒
に
台
所
に
立
っ

て
作
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
材
料

も
地
元
産
に
こ
だ
わ
り
、
旬
の
野

菜
も
入
れ
て
い
ま
す
」

今
で
は
孫
の
運
動
会
の
お
弁
当

や
、
３
世
代
で
囲
む
食
卓
に
は
必

ず
ガ
ネ
が
並
び
ま
す
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
食
べ
て
い
る

孫
た
ち
は
「
僕
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
ガ
ネ
を
５
個
食
べ
る
よ
」「
私

は
10
個
」
と
、
お
い
し
そ
う
に
頬

張
り
ま
す
。

か
ず
子
さ
ん
は
「
最
近
は
小
学

生
の
孫
が
料
理
や
皿
洗
い
を
手

伝
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
食
事
を
通
し
て
孫
た
ち
の
成

長
を
感
じ
ま
す
」
と
う
れ
し
そ
う

に
話
し
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
孫
に
代
わ
っ
て
も
、

変
わ
ら
な
い
家
庭
の
味
。
そ
の
味

が
作
り
出
す
“
笑
顔
”
が
、
有
村

家
の
食
卓
を
明
る
く
囲
み
ま
す
。

◎
国
分
上
之
段

子から孫へ受け継がれるわが家の「ガネ」

有
村
か
ず
子
さ
ん（
61
）

（
孫
：
左
か
ら
）
凛り
ん
奈な
さ
ん（
８
）・
真ま
な
翔と
君（
６
）・

咲さ
く

楽ら
さ
ん（
７
）・
浩こ
う
佑す
け

君（
１
）

〈材　料〉（10個分）
サツマイモ（中１本）、カボチャ（１/ ８カット）、ニンジン（中１/ ２本）、
ニラ（４～５本）、小麦粉（適量）、米粉（適量）、砂糖（少々）
〈作り方〉
① 材料を太目（５㍉角ほど）の千切りにし、ニラは４～５㌢に切る。
② 小麦粉と米粉、砂糖を水で溶かし、①の野菜をあえる。
③ 食べやすい大きさにまとめ、170度の油で揚げる。

ガ
　
ネ

FMきりしま

（周波数：76.9MHz）で、

この「思い出の味」を

鹿児島弁で紹介します。

◦放送日時
＝６月18日（木）午後３時30分～、

　（再放送）６月19日（金）午前10時30分～

◦コーナー
名＝「Junjunと堀ちゃんの

　かごっま弁で語いもんそぉ」
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牧園町持松にある「Ｆ
フ ク ギ

ＵＱＵＧＩ」。榮
さかえ

 大
だ い

貴
き

さん（38）が、
５年前に始めた木工房です。

周りを森に囲まれたひっそりとした場所にある工房は、
築100年を超える建物を、榮さんが改築しました。

20代のころは東京で音楽活動をしていた榮さんが、木
工を始めたきっかけは、牧園町で木工家具などを作ってい
た両親の影響。子どものころから木工作が好きだった榮さ
んは、「いつかは木工をしたい」と思っていました。

作品は、杉などを使って作ったコップや皿、植木鉢など。
木の美しさが表現された作品には、榮さんの技と思いが込
められています。
「手に持ったときの優しい質感と時間が経つにつれて増

す味わいは木ならでは。目の詰まり具合や節の位置など、
木は一つずつ個性があって、性格が違います。それを見極
め、一つの作品に仕上げていくのは木工の醍醐味です」

本格的に始めて５年。作り方は独学で覚え、何の当ても

なく始めましたが、今では東京で開催されるイベントに呼
ばれるほどに。そこには、「つながり」が大きいと言います。
「音楽をしていたころの知人やイベントで出会った人な

ど、つながりがつながりを呼び、声をかけてもらえるよう
になりました。出会いに感謝し、これからも木の魅力を伝
えられるような作品を作っていきたいです」

さらに榮さんは、霧島市の魅力も感じていました。
「最初は、つてもなかったので材料集めなどに苦労しま

した。そんな時、地元の工務店に飛び込みで行くと端材を
無料で分けてくれました。霧島には支えてくれる人がたく
さんいます。作業に集中できる環境があります。ここはモ
ノづくりをするには最高のまちです」

夢を実現した榮さん。これからも木工
の魅力を発信していきます。

若者の若者による、若者ためのコーナー

私のオススメ（まちで出会ったおしゃれな若者にお勧めスポットを聞きました）

霧島はモノづくりに適したまち

あゆみん
[霧島のお勧めスポット]�

隼人町姫城のパン屋のノエル。
ランチボックスがおすすめ。

りんママ・りんちゃん
[霧島のお勧めスポット]�

これからの季節は、
国分海水浴場でバーベキュー。

ゆっきー
[霧島のお勧めスポット]�

牧園町の和気神社、
「わけちゃん」がかわいい。

タカ・こうとくん
[霧島のお勧めスポット]�

私のパワースポットでもある
「霧島神宮」。

わか
[霧島のお勧めスポット]�
隼人姫城の千石温泉。

おもむきがあっておすすめです。

❻
今回のナビゲーターは、ウェブデザイナー兼カメラマンの山口良樹さん（30）です。
市内には、たくさんの若手作家さんが活躍されています。今回、私が紹介するのは、木の温もりを感じる作品で注目さ
れている、木工作家の“ＦＵＱＵＧＩ（フクギ）”さんです。

榮 大貴さん（38）
鹿児島市出身、中学生のとき
に霧島市牧園町に家族で移住。
５年前から木工房「ＦＵＱＵＧ
Ｉ」を始める。県内外の店に出
品。牧園町高千穂に妻と２人
暮らし。
FUQUGI
☎080（1787）2793

注目を集める県内の木工作家４人の作品を展示。霧島市からは「ＦＵＱＵＧＩ」のみ出品。
◦場所＝Ｄ＆ＤＥＰＡＲＴＭＥＮＴ（鹿児島市マルヤガーデンズ）　◦期間＝６月４日（木）～ 30日（火）
◦参加料＝無料　問＝☎099（248）7804

鹿児島のクラフト 
- 木  工 -

E
V

E
N

T

FUQUGIさんを紹介している動画▶
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季
節
ご
と
に
表
情
を
変
え
る
の
が
い
い
で
す
ね
。
毎

日
世
話
を
し
て
い
て
、
子
ど
も
と
同
じ
よ
う
に
愛

情
を
感
じ
ま
す
。
だ
か
ら
ど
の
薬
草
も
全
部
好
き
で
す
」
と

話
す
の
は
福
山
町
福
山
に
住
む
薬
剤
師
の
山
形
正
道
さ
ん

（
80
）
で
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ
の
山
形
さ
ん
は
探
究
心
旺
盛
な
少
年
で
し

た
。
戦
後
、
配
給
さ
れ
た
砂
糖
の
中
に
黒
い
物
を
発
見
。
気

に
な
っ
た
山
形
さ
ん
は
、
す
ぐ
に
東
京
大
学
理
学
部
の
原
淳じ

ゅ
ん

教
授
に
送
り
ま
す
。
そ
れ
が
ダ
ニ
だ
と
知
る
と
、
ダ
ニ
の
研

究
を
始
め
、
中
学
校
３
年
生
の
と
き
に
福
山
町
の
科
学
振
興

展
町
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

元
々
、
実
家
が
薬
店
だ
っ
た
山
形
さ
ん
。
大
学
で
は
理
学

部
と
薬
学
部
を
卒
業
し
ま
し
た
が
、
最
初
は
家
業
を
継
ご
う

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
手
の
製
薬
会
社
に
入
社

し
、
東
京
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
父
・
政
彦
さ
ん
の
年
老

い
た
姿
を
見
て
、
跡
を
継
ご
う
と
決
意
。
政
彦
さ
ん
の
反
対

を
押
し
切
り
、
34
歳
の
と
き
に
退
社
。
地
元
の
福
山
町
に
戻

り
家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。

「
今
思
え
ば
、
父
が
家
業
を
継
ぐ
の
を
反
対
し
た
の
は
、

大
手
の
製
薬
会
社
を
辞
め
て
ま
で
苦
労
さ
せ
た
く
な
い
と
い

う
親
心
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

福
山
町
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
は
、
薬
局
経
営
の
傍か

た
わら
、
姶

良
郡
薬
剤
師
会
長
、
県
薬
剤
師
会
副
会
長
な
ど
を
歴
任
。
非

常
勤
講
師
と
し
て
加
治
木
女
子
高
校
（
現
・
龍

り
ゅ
う

桜お
う

高
校
）
に

勤
め
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

「
若
い
人
に
教
え
る
の
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。
自
分
が
学

生
の
こ
ろ
を
思
い
出
し
ま
す
。
特
に
患
者
と
の
関
わ
り
方
を

教
え
る
の
は
責
任
を
感
じ
ま
し
た
」

山
形
さ
ん
の
自
宅
内
の
３
０
０
坪
の
土
地
に
は
、
約
４
５

０
種
類
ほ
ど
の
薬
草
・
薬
木
が
植
え
ら
れ
、「
山
形
薬
用
植

物
園
」
と
し
て
無
料
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け

地域活性化伝道師（内閣府）
山形 正道さん（80）
東邦大学卒業。県民の森にある自然薬草の森で協力員と
して22年間、利用方法や薬草の知識を教える。

ラベルに薬草の効能が分かりやすく書かれている

Vol.100THE SCENE

霧島に生きる
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原
種
の
ま
ま
母
校
の
大
学
な
ど
か
ら
取
り
寄
せ
ま
し
た
。
植

え
ら
れ
て
い
る
薬
草
の
ラ
ベ
ル
に
は
、
効
能
が
丁
寧
に
書
か

れ
て
い
て
、
一
目
で
ど
こ
に
効
く
か
が
分
か
り
ま
す
。

「
実
際
に
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、
多
く
の
人
に
薬
草
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。
薬
草
を
服
薬
す
る
の
は
い
い
で

す
が
、
中
に
は
毒
草
も
あ
る
の
で
ち
ゃ
ん
と
見
極
め
て
使
わ

な
い
と
危
険
で
す
」

内
閣
府
で
実
施
し
て
い
る
地
域
活
性
化
伝
道
師
。
地
域
の

活
性
化
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
団
体
な
ど
へ
ア
ド
バ
イ
ス
や

支
援
を
行
い
ま
す
。
今
年
の
４
月
、
霧
島
市
で
初
め
て
山
形

さ
ん
が
、
こ
の
地
域
活
性
化
伝
道
師
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

山
形
さ
ん
は
薬
剤
師
と
し
て
培

つ
ち
か

っ
て
き
た
今
ま
で
の
経
験

を
通
し
て
、
薬
草
栽
培
が
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
手
伝
い

を
し
て
い
き
た
い
と
い
い
ま
す
。

「
漢
方
薬
の
原
料
と
な
る
薬
草
は
、
ほ
と
ん
ど
が
海
外
か

ら
の
輸
入
で
す
が
、
今
後
は
輸
入
が
難
し
く
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
日
本
で
の
生
産
を
模
索
し
て
お
り
、

各
地
で
栽
培
方
法
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
き
た
い
で
す
。

日
本
は
土
壌
や
風
土
が
違
う
の
で
栽
培
が
と
て
も
難
し
い
で

す
が
、
薬
草
栽
培
が
産
業
と
し
て
成
り
立
つ
よ
う
に
支
援
し

て
い
き
た
い
。
一
生
涯
、薬
草
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

風
邪
を
引
い
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
山
形
さ
ん
。
元
気
の

秘ひ

訣け
つ

は
年
齢
に
関
係
な
い
好
奇
心
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

薬
草
の
伝
道
師



年
に
鋳

ち
ゅ
う

造ぞ
う

さ
れ
た
鐘
に
「
隅
州
台
明
寺
、
是

青
葉
鳳
笛
之
貢
御
所
…
」
の
銘
文
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
天
智
天
皇
巡
幸
の
逸
話
は
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら

青
葉
の
竹
が
献
上
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

ダ
イ
ミ
ョ
ウ
ダ
ケ
の
特
徴
は
、
節
と
節
と

の
間
隔
が
長
い
こ
と
か
ら
、
横
笛
に
適
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
台
明
寺
の
境
内
に
自
生
し

て
い
る
竹
を
安
易
に
切
り
出
す
こ
と
を
禁
じ
、

代
々
大
切
に
守
っ
て
き
た
こ
と
が
、
青
葉
の

竹
の
価
値
を
高
め
て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
は
、
ダ
イ
ミ
ョ

ウ
ダ
ケ
の
美
味
し
い
季
節
で
す
。
旬
の
食
材

に
舌
鼓
を
打
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。（

文
責
＝
鈴
）

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
年
配
の
方
々
は

耳
に
し
た
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
は
、
明
治
の
中
ご
ろ
か
ら
「
青

葉
の
笛
」
と
い
う
唱
歌
が
小
学
校
で
歌
わ
れ

て
い
た
か
ら
で
す
。

唱
歌
「
青
葉
の
笛
」

一い
ち

ノの

谷た
に

の　

い
く
さ
破
れ

討
た
れ
し
平
家
の　

２※

公き
ん

達だ
ち

あ
わ
れ

暁あ
か
つ
き

寒
き　

須
磨
の
嵐
に

聞
え
し
は
こ
れ
か　

青
葉
の
笛

こ
れ
は
、
寿じ

ゅ

永え
い

三
（
一
一
八
四
）
年
の
源

平
の
戦
い
の
と
き
、
源
氏
方
の
熊く

ま

谷が
い

直な
お

実ざ
ね

に

呼
び
戻
さ
れ
、
十
六
歳
で
一
ノ
谷
の
花
と

散
っ
た
平
た
い
ら
の

敦あ
つ

盛も
り

を
偲し

の

ぶ
歌
で
す
。
敦
盛
が

持
っ
て
い
た
笛
「
小さ

枝え
だ

」
は
青
葉
の
竹
で
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
、　

青
葉
の
笛
の
由
来

で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
台
明
寺
の
竹
を

笛
に
使
う
よ
う
に
な
り
、
青
葉
の
笛
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

江
戸
時
代
の
後
期
に
薩
摩
藩
で
書
か
れ
た

『
三さ

ん

国ご
く

名め
い

勝し
ょ
う

図ず

会え

』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り

ま
す
。

天
智
天
皇
が
皇
太
子
の
こ
ろ
、
九
州
巡
幸

で
こ
の
地
に
立
ち
寄
り
、「
笛
に
使
え
る
竹

は
な
い
か
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
台

明
寺
の
竹
を
青
葉
の
付
い
た
ま
ま
差
し
上
げ

た
と
こ
ろ
、
笛
の
音
色
が
素
晴
ら
し
か
っ
た

の
で
、
以
後
、
台
明
寺
の
竹
を
笛
の
材
料
と

し
て
朝
廷
に
送
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

青
葉
の
竹
を
献
上
す
る
と
き
は
、
竹
を
国
分

府
中
の

３※

鏡
の
池
に
浸
し
て
お
き
、
葉
の
付

い
た
ま
ま
姫
城
の
妙
見
神
社
（
現
在
は
稲
荷

神
社
）
に
奉
納

し
て
か
ら
、
当

時
郡
司
で
あ
っ

た
税
所
氏
が
運

送
に
従
い
都
に

上
っ
た
、
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
天て

ん

慶ぎ
ょ
う

九
（
九
四
六
）

し
い
順
に
タ
ケ
ノ
コ
を
次
の
よ
う
に
呼
ん
で

い
ま
す
。

①
デ
ミ
ョ
ウ（
台
明
竹
・
大
名
竹
）

②
コ
サ
ン　
（
小こ

桟さ
ん

竹だ
け

・
布ほ

て
い袋

竹ち
く

）

③
カ
ラ　
　
（
真ま

竹だ
け

・
唐か

ら

竹だ
け

）

④
ハ
ッ
チ
ッ（
淡は

竹ち
く

）

⑤
モ
ソ　
　
（
孟も

う

宗そ
う

竹ち
く

）

二
、　

青
葉
の
笛

日
枝
神
社
の
境
内
に
生
え
て
い
る
ダ
イ

ミ
ョ
ウ
ダ
ケ
は
、
「
青
葉
の
笛
」
の
材
料
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

青
葉
の
笛
と
い
う
と
、
若
い
人
で
知
る
人

前
回
は
台
明
寺
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
日ひ

枝え

神じ
ん

社じ
ゃ

の
境
内
に
生
え
て
い

る
「
ダ
イ
ミ
ョ
ウ
ダ
ケ
」
に
ま
つ
わ
る
お
話

を
し
ま
す
。

一
、　

台
明
竹
か　

大
名
竹
か

ダ
イ
ミ
ョ
ウ
ダ
ケ
は
別
名
カ
ン
ザ
ン
チ
ク

（
寒
山
竹
）
と
も
い
い
、
中
国
の
南
部
が
原

産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
に
は
大
陸
（
中

国
）
文
化
の
導
入
期
に
遣
隋
使
ら
に
よ
っ
て

伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

台
明
寺
に
は
創
建
時
期
に
植
え
ら
れ
、
ダ

イ
ミ
ョ
ウ
ダ
ケ
が
台
明
寺
か
ら
全
国
に
広

が
っ
た
の
で
、「
台
明
竹
」
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

６
月
に
な
る
と
ダ
イ
ミ
ョ
ウ
ダ
ケ
の
タ
ケ

ノ
コ
が
店
先
に
並
び
ま
す
が
、名
札
に
は「
大

名
竹
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
を
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
ダ
イ
ミ
ョ
ウ
ダ
ケ
が
あ

ま
り
に
も
美お

味い

し
く
て
、
殿
様
に
献
上
し
た

と
か
、
昔
は
殿
様
し
か
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た

な
ど
の
話
か
ら
「
大
名
竹
」
と
書
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
、
と
い
う
逸
話
が
あ
る
よ
う
で

す
。
ち
な
み
に
、
鹿
児
島
で
は
昔
か
ら
美
味

※１　 一番は平敦盛を。二番は平忠度（たいらのただのり）を歌っている。
※２　平家の子弟、ここでは平敦盛を指す。
※３　国分向花町の「鏡橋」あたりにあったと思われる。

台
明
寺
と
青
葉
の
竹
　
そ
の
❷

←

全国竹の大会鹿児島県大会が
霧島市で開催

　全国の竹産業関係者が霧島に集まります。竹材の魅
力を伝える講演会や、竹で作られた工芸品の展示即売
会などが開催されます。
◦�日時＝11月12日（木）
◦�場所＝霧島国際音楽ホールみやまコンセール
◦�内容＝竹産業関係の研究発表、竹製品の展示即売など
問＝林務水産課  ☎（64）0938

１※

国分郷土館に展示されている青葉の笛
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第６回 日本ジオパーク全国大会「霧島大会」開催　日時：10月27日（火）～ 29日（木）　場所：霧島市民会館ほか

Cable TV
体験の様子を

ケーブル

テレビで放送し
ます。

霧 島の山々から錦江湾に注ぐ天降
川。その上流の川底には、おう

穴と呼ばれる不思議な穴がたくさん見
られます。おう穴には、穴同士がつな
がったもの、ハート型のものなど、さ
まざまな形のものがあります。これら

は全て、天降川の水流と小石の運動が
つくり出した自然の彫刻です。

川底の岩は、今から約３万年前の姶
良カルデラ（現在の錦江湾奥）の噴火
で出た火砕流が固まったもので、この
区域は、国の天然記念物に指定されて

います。美しい風景の裏側には、遠い
昔の巨大噴火の名残が隠れています。

ほかにも市内では、いろいろな場所
でおう穴が見られます。
�問＝霧島ジオパーク推進課

☎（64）0936

オタマジャクシ

カワトンボ
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霧島ジオパーク誕生から４年。今年は日本ジオパーク全国大会が霧島で開催されます。
ジオパークとは、大地（ジオ）と人のつながりを見つめ直す公園のことです。

このシリーズでは、そんな霧島ジオパークのいろいろな楽しみ方をご紹介します。

Enjoy Geopark World!

③水とおう穴が
　育む生命

②おう穴ってなに？

おう穴の中には、オ
タマジャクシや小さ
な魚がすんでいます。
また、トンボや水鳥
たちがその上を頻繁
に飛び交います。

おう穴とは、川底の丸い
穴のこと。そのでき方は
とてもシンプル。川底の
くぼみに入り込んだ小石
が、水の流れによって回
転しながらくぼみを少し
ずつ削り広げてできあが
り！

天降川上流は、美しい水の流れと豊
かな緑の組み合わせがとても神秘的。

公益社団法人 霧島市観光協会

職員。湯煙が立ち上る丸尾から

霧島の魅力を日々発信中。

上原あずみさん

おう穴の中の小石も

丸く
なって

るから、

見てね！

①天降川上流の風景

～楽しもう★ジオパーク！～●❷

水と石がつくる

自然の彫刻

～真米おう穴群
～

（まごめおうけつぐ
ん）

シリーズ第２弾では
、

（公社）霧島市観光協

会の上原あずみさん

の案内で、天
あ も り

降川
がわ

上

流の不思議な穴に迫

ります。

◦ 放送日時＝６月17日（水）～19
日（金）、24日（水）～26日（金）
午前３時～、９時～、正午～、
午後４時～、８時～、11時～

◦ 番組名＝南九州ケーブルテレ
ビ「情報マルシェ」

こちらの２次元バーコード
からも視聴できます

じもテレ  霧島 検索

●

●

●

牧園総合
支所

塩浸温泉
龍馬公園

霧島市牧園・
横川地区
し尿処理場

ダム

おう穴が見られる所

案内看板

天降川
標高200 ～250m

車道

標高150 ～200m

標高100 ～150m

至 牧園小

至 きりん商店

霧島温泉駅

牧園小

きりん商店

道路からちょっと
入るだけで、

そこは神秘的な別世界です。
自然は大先生ですね。

200m

■真米おう穴の場所

天降川



お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
の

納
税
通
知
と

変
更
点
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知

書
な
ど
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替

で
納
め
て
い
る
人
に
は
６
月
に
、

年
金
引
き
落
と
し
で
納
め
て
い
る

人
は
７
月
に
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
よ
る
平
成
27
年
度
の
主
な
変
更

点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⃝
�

低
所
得
者
に
係
る
保
険
税
軽
減

の
拡
充
＝
５
割
・
２
割
軽
減
の

対
象
と
な
る
世
帯
の
軽
減
判
定

所
得
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

⃝
�

課
税
限
度
額
の
見
直
し
＝
国
民

健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
が
、

現
行
の
81
万
円
か
ら
85
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎�

�問
＝
税
務
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ

☎（
64
）０
８
８
４
、
各
総
合
支

所
地
域
振
興
課
（
隼
人
庁
舎
を

除
く
）

戦
没
者
の
遺
族
へ

特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す

⃝
�

対
象
＝
平
成
27
年
4
月
1
日
時

点
で
、
戦
没
者
な
ど
の
公
務
扶

助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
の
年
金

給
付
を
受
け
る
権
利
者
が
い
な

い
遺
族
の
う
ち
、
ど
な
た
か
１

人
。

※�

「
遺
族
」
と
は
、
戦
没
者
な
ど

の
死
亡
当
時
に
す
で
に
生
ま
れ

て
い
た
遺
族
（
子
は
戦
没
者
な

ど
の
死
亡
当
時
の
胎
児
を
含

む
）
で
、
三
親
等
内
親
族
に
限

ら
れ
ま
す
。

⃝
�

支
給
内
容
＝
額
面
25
万
円
、
５

年
償
還
の
記
名
国
債
。

⃝
�

請
求
期
限
＝
平
成
30
年
４
月
２

日
（
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
特

別
弔
慰
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

◎�

�問
＝
保
健
福
祉
政
策
課
☎（
64
）

０
９
０
４
、
隼
人
市
民
福
祉
課
、

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

外
国
人
登
録
証
明
書
の

切
り
替
え

⃝
�

永
住
者
＝
現
在
お
持
ち
の
「
外

国
人
登
録
証
明
書
」
は
、
平
成

27
年
７
月
８
日
ま
で
に
入
国
管

理
局
で
「
在
留
カ
ー
ド
」
に
切

り
替
え
が
必
要
で
す
。

◎�

�問・�申
＝
福
岡
入
国
管
理
局
鹿

児
島
出
張
所
☎
０
９
９（
２
２

２
）５
６
５
８

⃝
�

特
別
永
住
者
＝
現
在
お
持
ち
の

「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
の
次

回
確
認
（
切
替
）
期
間
の
始
期

と
さ
れ
る
誕
生
日
が
平
成
27
年

７
月
８
日
ま
で
に
到
来
す
る
人

は
、
７
月
８
日
ま
で
に
市
民
課

か
各
総
合
支
所
な
ど
の
市
民
福

祉
課
窓
口
で
「
特
別
永
住
者
証

明
書
」
に
切
り
替
え
て
く
だ
さ

い
。

◎�

�問・�申
＝
市
民
課
☎（
64
）０
９

０
１
、
隼
人
市
民
福
祉
課
、
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
、
福
山

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー「
コ
ア・

よ
か
」を
除
く
）

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書

納
期
限
の
お
詫
び
と
訂
正

平
成
27
年
度
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
納
税
通
知
書
兼
納
付
書

の
、
第
３
期
の
納
期
限
の
表
示
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

納
税
者
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び

し
ま
す
と
と
も
に
、今
後
、チ
ェ
ッ

ク
体
制
を
見
直
し
、
再
発
防
止
に

努
め
ま
す
。

第
３
期
の
納
期
限

（
誤
）
平
成
28
年
１
月
４
日

（
正
）
平
成
27
年
12
月
28
日

※�

送
付
済
み
の
納
付
書
は
、
そ
の

ま
ま
第
３
期
分
の
納
付
書
と
し

て
使
用
で
き
ま
す
。

◎�

�問
＝
税
務
課
固
定
資
産
税
グ
ル 

ー
プ
☎（
64
）０
８
８
５
、
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う

６
月
23
日
か
ら
29
日
は
男
女
共

同
参
画
週
間
で
す
。
本
年
度
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
地
域
力

×
女
性
力
＝
無
限
大
の
未
来
」。

職
場
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
で
、

男
性
も
女
性
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
一
人
一

人
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
こ

の
機
会
に
家
庭
や
職
場
で
男
女
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎�

�問
＝
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参

画
推
進
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９

１
４

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の

被
害
で
お
困
り
の
人

国
は
、
農
産
・
林
産
物
を
イ
ノ

シ
シ
や
シ
カ
な
ど
に
よ
る
被
害
か

ら
守
る
た
め
の
電
気
柵
や
フ
ェ
ン

ス
の
設
置
に
補
助
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

⃝
�

対
象
＝
平
成
28
年
度
以
降
に
設

置
す
る
電
気
柵
、
被
害
防
止
柵

（
ネ
ッ
ト
、
金
網
な
ど
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
被
害
が
分
か
る
写

真
を
添
え
て
農
家
３
人
以
上
で

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N

アダルトサイトの相談が、
全国で年間10万件を突破

平成26年度、全国の消費生活センター
に寄せられたアダルトサイトに関する相談
件数が10万件を超えました。女性と高齢
者からの相談も増え、被害額も高額になっ
てきています。

一度支払ってしまうと取り戻すことは困
難です。無料だと思っても、料金を請求さ
れることがあるので、不用意にアクセスし
てはいけません。

大事なのは、絶対
に慌てて業者へ連絡
をしないこと。困っ
た時は消費生活セン
ターにご相談くださ
い。
�問＝霧島市消費生活センター  ☎（64）0964
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i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n



申
請

◎�

�問
＝
農
政
畜
産
課
☎（
64
）０
９

１
０
、
各
総
合
支
所
産
業
建
設

課ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調
査
・

木
造
住
宅
耐
震
診
断
や

耐
震
改
修
へ

補
助
金
が
あ
り
ま
す

■
ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調
査

所
有
す
る
建
物
に
吹
付
け
ア
ス

ベ
ス
ト
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
人
は
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

⃝
�

対
象
＝
建
築
物
の
所
有
者
で
、

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人
。

⃝
�

条
件
＝
本
市
の
区
域
内
に
存
す

る
平
成
18
年
９
月
30
日
以
前
に

建
築
（
竣
工
）
さ
れ
た
民
間
建

築
物
で
あ
っ
て
、
吹
付
け
ア
ス

ベ
ス
ト
な
ど
が
施
工
さ
れ
て
い

る
恐
れ
が
あ
る
建
築
物
の
分
析

調
査
を
分
析
機
関
に
委
託
し
、

平
成
28
年
３
月
末
日
ま
で
に
完

了
す
る
こ
と
。

⃝
�

補
助
金
額
＝
調
査
分
析
費
用
の

全
額
（
限
度
額
25
万
円
）

⃝
�

定
員
＝
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順

■ 

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修

所
得
税
・
固
定
資
産
税
の
優
遇

措
置
の
あ
る
補
助
制
度
で
す
。

⃝
�

対
象
＝
昭
和
56
年
以
前
に
建
て

た
木
造
住
宅
の
居
住
者
ま
た
は

所
有
者
（
市
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
こ
と
）

※�

借
家
人
が
い
る
場
合
は
、
耐
震

診
断
や
耐
震
改
修
工
事
の
同
意

を
得
る
こ
と
。

⃝
�

条
件
＝
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
・
着
工
さ
れ
た
地
上

３
階
建
て
ま
で
の
専
用
住
宅
ま

た
は
併
用
住
宅
（
床
面
積
の
う

ち
、
住
宅
用
地
の
割
合
が
半
分

を
超
え
る
こ
と
）
で
平
成
28
年

３
月
末
日
ま
で
に
完
了
す
る
こ

と
。
居
住
者
が
い
る
こ
と
。

⃝
�

補
助
金
額

◦�

耐
震
診
断
＝
費
用
の
３
分
の
２

の
額
（
限
度
額
６
万
円
）

◦�

耐
震
改
修
＝
費
用
の
１
０
０
分

の
23
の
額
（
限
度
額
30
万
円
）

⃝
�

定
員
＝
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順

◎�

�問
＝
建
築
指
導
課
☎（
64
）０
９

５
４

鹿
児
島
高
専
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

⃝
�

日
時
＝
６
月
21
日（
日
）午
後
２

時
30
分
か
ら

⃝
�

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

⃝
�

入
場
料
＝
無
料

⃝
�

曲
目
＝
英
雄
の
証
、
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
メ
ド
レ
ー
ほ
か
。

◎�

�問
＝
鹿
児
島
工
業
高
等
専
門
学

校
【
松
田
】
☎（
42
）９
０
４
２

募
　
集

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
の

参
加
者
募
集

旧
戦
域
で
慰
霊
追
悼
や
住
民
と

友
好
親
善
を
行
う
「
慰
霊
友
好
親

善
事
業
」
へ
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
今
年
は
戦
後
70
年
記
念
事

業
と
し
て
、
洋
上
慰
霊
も
計
画
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

⃝
�

対
象
＝
戦
没
者
の
遺
児

◎�

�問・�申
＝
鹿
児
島
県
遺
族
会
☎

０
９
９（
８
１
２
）８
２
９
２

税
務
職
員
採
用
試
験

⃝
�

受
験
資
格
＝
高
校
卒
業
見
込
み

の
人
や
高
校
卒
業
後
３
年
を
経

過
し
て
い
な
い
人
。

⃝
�

第
１
次
試
験
＝
９
月
６
日（
日
）

⃝
�

申
込
方
法

◦�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
採
用
情
報
Ｎ

Ａ
Ｖ
Ｉ
か
ら
申
し
込
み
。

◦�

郵
送
か
持
参
＝
税
務
署
に
備
え

付
け
の
用
紙
で
申
し
込
み
で
き

ま
す
が
、
申
込
先
が
第
１
次
試

験
地
で
異
な
り
ま
す
。

⃝
�

申
込
受
付
期
間

◦�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
６
月
22
日

（
月
）～
７
月
１
日（
水
）

◦�

郵
送
か
持
参
＝
６
月
22
日（
月
）

～
６
月
24
日（
水
）※
当
日
消
印

有
効

◎�

�問
＝
人
事
院
九
州
事
務
局
☎
０

９
２（
４
３
１
）７
７
３
３

自
衛
官
募
集
地
域
説
明
会

自
衛
官
採
用
種
目
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
７
月
４
日（
土
）午
後
２

時
か
ら

⃝
�

会
場
＝
国
分
公
民
館
大
研
修
室

◎�

�問
＝
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力

本
部
国
分
地
域
事
務
所
☎（
45
）

１
８
３
６

公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
を
募
集

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
公
の

施
設
を
管
理
す
る
指
定
管
理
者
と

し
て
、法
人
そ
の
ほ
か
の
団
体（
個

人
を
除
く
）
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
�

募
集
施
設
＝
浜
之
市
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
ほ
か
２
公
募
区
分

⃝
�

受
付
期
間
＝
７
月
１
日（
水
）～

７
月
31
日（
金
）

※�

募
集
要
項
、
公
募
説
明
会
な
ど

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
行
政
改
革
推
進
課
☎（
64
）

０
９
５
２

サ
ン
・
あ
も
り
健
康
講
座

※�

講
座
ご
と
に
必
要
な
も
の
が
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
サ
ン
・
あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

講　座　名 日　　　時 定　員 受講料 申込期限
（必着）

太極拳
7/3 ～ 9/4

（毎週金曜、全10回）
14：00～ 15：30

先着20人 4,500円

6/15（月）骨盤
エクササイズ

7/6 ～ 8/17
（毎週月曜、全８回）
9：50～ 10：50

先着30人 3,500円

たのしい
テニス

7/7 ～ 8/25
（毎週火曜、全８回）
10：00～ 12：00

先着20人 3,500円
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メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
講
座

⃝
�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
講

座
番
号
、
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送
。

⃝
�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◎�

�問・�申
＝
メ
ディ
ア
セ
ン
タ
ー
☎

（
64
）０
９
１
９
、〒
８
９
９
－
４

３
９
４
国
分
中
央
三
丁
目
45
－
１

国
際
交
流
員
と

交
流
し
ま
し
ょ
う

⃝
�

日
時
＝
６
月
22
日（
月
）午
後
１

時
～
３
時

⃝
�

場
所
＝
横
川
総
合
支
所

■
入
札

⃝
�

日
時
＝
７
月
６
日（
月
）午
前
10

時
か
ら

⃝
�

場
所
＝
横
川
総
合
支
所

⃝
�

申
込
方
法
＝
６
月
22
日（
月
）か

ら
29
日（
月
）の
間
に
必
要
書
類

を
添
付
し
た
入
札
参
加
申
込
書

を
提
出

※�

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
る
か
市
ホ�

ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
横
川
総
合
支
所
市
民

福
祉
課
市
民
福
祉
グ
ル
ー
プ
☎

（
72
）０
５
１
３

錦
江
湾
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

錦
江
湾
岸
の
市
町
全
体
で
海
岸

清
掃
を
行
い
ま
す
。
霧
島
市
内
で

は
３
か
所
の
海
岸
清
掃
を
行
い
ま

す
。（
小
雨
決
行
・
荒
天
中
止
）

⃝
�

日
時
／
場
所

◦�

７
月
４
日（
土
）午
前
６
時
30
分

～
８
時
／
国
分
下
井
海
岸

◦�

７
月
12
日（
日
）午
前
８
時
～
10

時
／
小
浜
海
岸

◦�

７
月
20
日（
月
・
祝
）午
前
７
時

～
９
時
／
福
山
港
周
辺
海
岸

※�
作
業
用
手
袋
、
タ
オ
ル
な
ど
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ゴ
ミ
袋

◎�

�問・�申
＝
企
画
政
策
課
国
際
交

流
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
１
４

発
達
に
関
す
る
学
習
会

⃝
�

対
象
＝
霧
島
市
民
で
発
達
障
害

に
関
心
の
あ
る
人

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
で

◎�
�問
＝
こ
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
あ
ゆ
み
☎（
64
）０
９
２
５

福
祉
バ
ス
を
売
却
し
ま
す

⃝
�

車
両
＝
福
祉
バ
ス
（
身
体
障
が

い
者
輸
送
車
24
人
乗
り
）、
平

成
10
年
式
、
三
菱
Ｋ
Ｃ
－
Ｂ
Ｅ

６
３
２
Ｇ
、
車
検
切
れ
、
登
録

抹
消
、
11
万
９
４
９
１
㌔
走
行
。

■
車
両
の
公
開

は
当
日
配
布
し
ま
す
。

※�

参
加
は
個
人
、
団
体
を
問
い
ま

せ
ん
。（
団
体
参
加
者
は
事
前

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

◎�

�問・�申
＝
企
画
政
策
課
企
画
政

策
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
１
４

天
降
川
地
区
共
同
利
用
施
設

チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

■ 

夏
休
み
親
子
陶
芸
教
室
～
世
界

に
１
つ
だ
け
の
器
作
り
２
０
１

５
～

⃝
�

日
時=

７
月
29
日（
水
）午
前

9
時
～
正
午

⃝
�

定
員
＝
先
着
親
子
15
組

⃝
�

準
備
す
る
も
の
＝
エ
プ
ロ
ン
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
。

⃝
�

受
講
料
＝
１
組
２
１
６
０
円

（
材
料
費
込
み
）
※
１
人
増
え

る
ご
と
に
８
６
０
円
増
し

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話

⃝
�

申
込
期
限
＝
６
月
15
日（
月
）

◎�

�問・�申
＝
天
降
川
地
区
共
同
利

用
施
設
☎（
43
）１
９
５
１

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N
i

n
f

o
r

m
a

t
i

o
n

開 催 日 内　　　容 場　所 申込締切

７/ 2
（木）

家庭学習のヒント
～低学年の集中力や
学習を支えるために～ 国分

公民館
大研修室

6/25
（木）

７/16
（木）

発達障害の特性と
かかわり方

～自閉症スペクトラムを
中心に～

7/10
（金）

７/31
（金）

こどもの体の発達
～生活動作の教え方など～

国分保健
センター

7/24
（金）

イベント名 内　　　　容 日　　時 場　所 対象（定員） 参加費 申 込 期 限

英語で
ティータイム

アメリカ出身の国際交流員と英語
を交えながら、異文化交流をしま
しょう。
※参加は１人１回に限ります。

第１回　7/ 1（水）
14：00 ～ 15：00

第２回　７/15（水）
14：00 ～ 15：00

国分公民館
調理講義室

英語初級レベル
以上の人

（先着各15人）
無料

第１回
6/30（火）

第２回
7/14（火）

English
Hour

自分に合ったレベルでアメリカ出
身の交流員と英語で話しましょう。
※ 参加は１人１つのレベルに限り

ます。

初級  7/ 6（月）18：00 ～ 19：00
中級  7/ 6（月）19：10 ～ 20：10
上級  7/27（月）18：30 ～ 19：30

国分公民館
中研修室

霧島市民
（先着各15人） 無料

初級  7/ 2（木）
中級  7/ 2（木）
上級  7/23（木）

国際料理
キッチン

アメリカ出身の国際交流員とカリ
フォルニア風パエリアを作り、食
べながら交流しましょう。

7/7（火）
18：00 ～ 20：00

国分公民館
調理講義室

霧島市民
（先着15人） 500円 6/30（火）

中国語教室 中国出身の国際交流員と色の言い方を
学びながら、楽しく交流しましょう。

7/9（木）
14：00 ～ 15：00

国分公民館
小会議室

霧島市民
（先着15人） 無料 7/ 7（火）

講座
番号 講　座　名 期　　日 場　所 定員 受講料 申込期限

（必着）

1002 仕事に役立つ
ワード基礎講座

7/7（火）、8（水）
18：30 ～ 20：30

メディア
センター 20人 500円 6/23

(火)

701 デジタルカメラ
入門講座

7/8（水）
9：30 ～ 15：30

メディア
センター 20人 500円 6/23

(火)

1202 パソコン出前講座
（横川地区）

7/10（金）
13：30 ～ 16：30

横　川
公民館 10人 500円 6/26

(金)

501 エクセル2010
基礎講座入門コース

7/14（火）、15（水）
9：30 ～ 15：30

メディア
センター 20人 1,000円 6/23

(火)

502 エクセル2010基礎講座
ステップアップコース

7/16（木）、17（金）
9：30 ～ 15：30

メディア
センター 20人 1,000円 6/23

(火)

福山港周辺のクリーンアップ
活動
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国
分
高
校

サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ

国
分
高
校
理
数
科
の
生
徒
に
よ

る
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
６
月
20
日（
土
）午
後
２

時
～
４
時

⃝
�

場
所
＝
イ
オ
ン
隼
人
国
分
店
２

階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

⃝
�

対
象
＝
小
・
中
学
生

⃝
�

内
容
＝
ス
ラ
イ
ム
や
人
工
イ
ク

ラ
、
色
が
変
わ
る
コ
マ
な
ど
を
、

高
校
生
が
一
緒
に
作
り
ま
す
。

◎�

�問
＝
国
分
高
校
理
数
科【
若
松
】

☎（
46
）０
０
０
１

あ
な
た
の
健
康

大
丈
夫
で
す
か

今
年
も
全
国
で
13
万
人
以
上
が

肺
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
専
門
の
先
生
の
話

を
聞
い
て
自
分
の
生
活
を
振
り

返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

日
時
＝
６
月
27
日（
土
）

◦�

講
演
：
午
前
10
時
～
11
時

◦�

健
康
相
談
：
午
前
11
時
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー�

大
会
議
室

⃝
�

内
容
＝
肺
が
ん
の
予
防
と
治
療

⃝
�

講
師
＝
徳
永
大
道
さ
ん
（
呼
吸

器
内
科
医
師
）、
青
木
雅
也
さ

ん
（
呼
吸
器
外
科
医
師
）、
坂

口
右
己
さ
ん
（
放
射
線
技
師
）

⃝
�

参
加
費
＝
無
料

⃝
�

定
員
＝
先
着
１
０
０
人

⃝
�

申
込
期
限
＝
６
月
25
日（
木
）

◎�

�問
＝
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー
地

域
医
療
連
携
室
☎（
42
）１
１
７

１み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル

「
チ
ェ
ロ
ま
ろ

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
」

市
民
の
皆
さ
ん
に
み
や
ま
コ
ン

セ
ー
ル
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
と

楽
器
体
験
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
�

期
日
＝
７
月
11
日（
土
）午
前
９

時
30
分
か
ら

⃝
�

場
所
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル

⃝
�

入
場
料
＝
無
料

◎�

�問
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
☎（
78
）

８
０
０
０

霧
島
国
際
音
楽
祭
in
国
分

響
の
祭
典

⃝
�

日
時
＝
７
月
24
日（
金
）午
後
７

時
か
ら

⃝
�

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

⃝
�

出
演
＝
海
老
原
光
、
神
谷
美
穂
、

李
宜
錦
、
篠
原
悠
那
、「
響
の

祭
典
」
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
合
唱
団

⃝
�

入
場
料
＝
１
５
０
０
円
（
高
校

生
以
下
は
５
０
０
円
※
当
日
５

０
０
円
増
し
）

◎�

�問
＝
霧
島
市
民
会
館
☎（
64
）０

９
２
６

隼
人
図
書
館
講
座

■
鹿
児
島
の
昔
話
に
つ
い
て

⃝
�

日
時
＝
７
月
10
日（
金
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

講
師
＝
有
馬
英
子
さ
ん

⃝
�

場
所
＝
隼
人
図
書
館

■ 

夏
休
み
企
画「
か
が
く
あ
そ
び
」

浮
力
を
利
用
し
た
お
も
ち
ゃ「
浮ふ

沈ち
ん

子し

」
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
作
っ

て
、
楽
し
く
科
学
を
学
び
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
７
月
27
日（
月
）、
午
前

10
時
～
正
午
、
午
後
２
時
～
４

時
※
午
前
か
午
後
、
い
ず
れ
か

の
参
加
。

⃝
�

講
師
＝
は
た
か
な
こ
さ
ん
（
お

も
ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

⃝
�

場
所
＝
隼
人
公
民
館
大
会
議
室

⃝
�

対
象
＝
小
学
校
１
、
２
年
生

⃝
�

定
員
＝
午
前
・
午
後
各
先
着
20
人

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話

※�

７
月
１
日（
水
）午
前
８
時
15
分

か
ら
受
け
付
け
開
始
。

◎�

�問
＝
隼
人
図
書
館
☎（
43
）７
５

７
４

調
理
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習

⃝
�

受
講
資
格
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

求
職
登
録
し
た
55
歳
以
上
の
人

⃝
�

日
時
＝
７
月
22
日（
水
）～
８
月

10
日（
月
）

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館

⃝
�

定
員
＝
20
人

⃝
�

申
込
期
限
＝
７
月
３
日（
金
）

◎�

�問
＝
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９（
２
０
６
）５
４
２
２

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

■パソコン講座

■管理技術者等養成講座

講　座　名 定員 期日 受講料 申込期限
Java入門 9 7/ 7（火）～ 9（木） 22,000円 6/30（火）

Facebookページ作成 9 7/14（火） 7,000円 7/ 7（火）

Photoshopデザイン 9 7/15（水）～ 16（木） 11,000円 7/ 8（水）
ネットワーク応用

（TCP/IP編） 9 7/22（水）～ 23（木） 22,000円 7/15（水）

PowerPointとiPadを
利用したビジネス
活用（鹿児島会場）

10 8/ 6（木）～ 7（金） 9,000円 7/30（木）

Illustrator基礎 9 8/19（水）～ 20（木） 9,000円 8/12（水）

Access応用（第1回） 9 8/25（火）～ 26（水） 9,000円 8/18（火）

講　座　名 定員 期日 受講料 申込期限

ISO9001（2008年版）
内部監査員養成（第１回） 20 6/24（水）～ 25（木） 20,000円 6/17

（水）

ISO14001（2004年版）
内部監査員養成 20 7/ 2（木）～ 3（金） 20,000円 6/25

（木）

全て先着順です。詳細は、上野原ビジネスプラザのホームページをご覧ください。
問＝上野原ビジネスプラザ　☎（45）3511

時　間 内　　容

10：00 オープニング
コンサート

12：00 ランチタイム
コンサート

13：00 楽器体験、
ピアノ分解講座

14：00 スペシャル
コンサート

※ 当日申し込みで「猫ふんじゃった」
早弾きコンテストも開催。

上野原ビジネスプラザ各種講座（平成27年6月～ 8月分）
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このコーナーは読者の皆さんからの声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、たくさんの声をお寄せください。

読者
の声

c
o

m
m

u
n
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t

y

豪
雨
災
害
か
ら
今
年
で
５
年

に
な
る
の
で
す
ね
。
写
真

を
見
る
と
改
め
て
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
災
害
だ
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
な
ん
と
な
く

自
分
の
地
区
は
大
丈
夫
だ
と
思
い

が
ち
で
す
が
、
災
害
は
い
つ
身
の
回

り
で
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
地

域
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備

え
ら
れ
る
よ
う
な
安
心
感
を
持
ち

な
が
ら
生
活
し
た
い
で
す
。（
ハ
ッ

ピ
ー
38
歳
女
性
）●

大
雨
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
早

め
の
避
難
や
日
ご
ろ
の
備
え
が
大

切
で
す
ね
。
そ
し
て
地
域
の
つ
な

が
り
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め

に
備
え
は
万
全
に
し
た
い
も
の
で

す
。両

親
の
墓
参
り
に
長
男
、
長

女
、
孫
と
出
掛
け
ま
し
た
。

母
が
52
歳
で
他
界
し
た
の
で
、
父

は
男
手
一
つ
で
私
を
高
校
へ
出
し
て

く
れ
ま
し
た
。
大
工
と
い
う
仕
事

柄
、
頑
固
一
徹
で
雷
お
や
じ
の
父
で

し
た
。
長
男
が
４
歳
の
時
、
家
の

中
を
走
り
回
る
の
で
私
が
「
あ
ん

た
は
い
つ
も
調
子
に
乗
っ
て
」
と
怒

る
と
、
泣
き
な
が
ら
「
僕
は
何
に

も
乗
っ
て
な
い
」
と
謝
る
の
を
聞
い

て
い
た
父
が
思
わ
ず
吹
き
出
し
て

笑
い
ま
し
た
。
意
外
な
父
を
見
な

が
ら
私
も
大
笑
い
で
し
た
。
墓
参

り
を
し
な
が
ら
昔
の
出
来
事
を
懐

か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。（
し
っ

こ
ち
ゃ
ん
58
歳
女
性
）

●

ほ
ほ
笑
ま
し
い
お
便
り
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。昔
は
地
震
・

雷
・
火
事
・
お
や
じ
と
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
あ
ま
り

聞
か
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。

県
外
の
病
院
に
入
院
中
の
私

の
元
に
届
い
た
「
広
報
き

り
し
ま
」。
霧
島
に
住
む
従い

と
こ姉
か
ら

で
す
。
祖
父
母
の
眠
る
霧
島
の
風

景
は
、
幼
い
こ
ろ
に
過
ご
し
た
素

晴
ら
し
い
思
い
出
と
共
に
、
ず
っ
と

私
の
心
の
ふ
る
さ
と
で
す
。
昔
と

変
わ
ら
な
い
美
し
い
風
景
は
宝
物

で
す
ね
。
何
よ
り
の
癒
や
し
と
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
叔
母
や
従い

と
こ妹

か
ら
は
優
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
記
さ

れ
た
絵
は
が
き
も
届
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
元
気
を
も
ら
い
、
本
当

に
う
れ
し
い
で
す
。
み
ん
な
大
好

き
、
霧
島
大
好
き
。（
み
き
た
ろ
う

43
歳
女
性
）

●

「
広
報
き
り
し
ま
」
が
心
の
癒

や
し
と
し
て
お
役
に
立
て
て
、
私

た
ち
編
集
ス
タ
ッ
フ
も
う
れ
し
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
つ
ま
で

も
変
わ
る
こ
と
の
な
い
霧
島
の
風

景
を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
日
も
早
く
お
元
気
に
な
ら
れ
ま

す
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。

母
親
に
な
り
８
か
月
。
４
月

か
ら
は
仕
事
を
始
め
、
バ

タ
バ
タ
と
時
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
娘
を
保
育
園
に
送
迎

す
る
と
き
に
登
下
校
中
の
学
生
さ

ん
を
見
な
が
ら
、
娘
の
未
来
が
楽

し
み
だ
な
と
ド
キ
ド
キ
し
て
い
る
ひ

と
と
き
が
日
課
に
な
り
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
広
報
誌
を

見
る
の
も
日
課
に
な
り
ま
し
た
。

内田優子さん（国分）

⃝  日時＝７月11日（土）午後６時から（開
場＝午後５時30分）

⃝  場所＝姶良市文化会館加音ホール（加
治木町本町5348-185）

⃝  料金＝3,000円（全席自由）
＝加音ホール  ☎（62）6200

姶良ふるさと大使 西田あいコンサート姶良市
⃝  日時＝７月18日（土）～８月31日（月）
午後７時～９時

⃝  発着場所＝鹿児島港桜島フェリーター
ミナル（本港新町4-1）

⃝  前売券＝６月18日（木）から発売
＝桜島フェリー  ☎099（293）2525

2015桜島納涼観光船鹿児島市

※環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構  成され、県境を越えて連携し地域活性化を図ります。錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて連携し、地域活性化を図ります。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。
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特
に
読
者
の
声
の
マ
マ
さ
ん
の
お
便

り
を
楽
し
く
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。（
な
つ
マ
マ
24
歳
女
性
）

●

子
ど
も
さ
ん
の
成
長
が
楽
し
み

で
す
ね
。「
広
報
き
り
し
ま
」
も

日
課
に
加
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
近
は
子
育

て
世
代
の
皆
さ
ん
か
ら
の
お
便
り

も
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

新
聞
に
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
霧
島
市
が
広
報
誌
、

組
写
真
、
広
報
企
画
の
３
部
門
で

入
選
し
た
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
九
州
で
は
初
め
て
と

の
こ
と
。
何
よ
り
も
ま
ず
目
に
飛

び
込
ん
で
く
る
の
は
表
紙
の
写
真
。

季
節
の
旬
を
表
現
し
て
あ
り
、
私

の
気
持
ち
を
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。

編
集
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
こ
れ

か
ら
も
引
き
続
き
霧
島
市
の
魅
力

発
信
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｙ
・
Ｋ
65
歳
女
性
）

●

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
お
か
げ
さ
ま
で
今
年
度
も

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
賞
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
か
ら
の
温

か
い
ご
支
援
の
た
ま
も
の
で
す
。

あ
ら
た
め
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
月
は
受
賞
の
お
祝
い

の
お
便
り
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し

た
。
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

桜
島
は
鹿
児
島
の
観
光
の
シ

ン
ボ
ル
で
す
ね
。
今
年
は
す

で
に
５
０
０
回
以
上
の
爆
発
。
福

山
地
区
を
は
じ
め
、
降
灰
に
は
悩

ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
灰

を
回
収
し
な
い
と
側
溝
に
積
も
り

大
雨
の
時
に
は
雨
水
が
流
れ
な
く

な
り
被
害
が
で
な
い
か
と
心
配
で

す
。
道
路
や
駐
車
場
、
敷
地
な
ど

の
灰
の
処
分
は
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
ぜ
ひ
ご
検

討
く
だ
さ
い
。（
満
天
58
歳
男
性
）

●

今
年
の
降
灰
は
す
ご
い
で
す
ね
。

降
灰
は
危
険
物
袋
に
半
分
程
度
入

れ
て
、
不
燃
ご
み
の
日
に
出
し
て

い
た
だ
く
と
回
収
し
ま
す
。
敷
根

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
ち
込
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
環

境
衛
生
課
（
☎
64
－
０
９
５
０
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
誌
に
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ

に
関
す
る
記
事
が
連
載
さ

は
全
然
友
達
が
で
き
ず
、
い
つ
も

子
ど
も
た
ち
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。

先
日
、
子
ど
も
た
ち
と
パ
ン
屋
さ

ん
に
行
く
と
高
校
の
時
の
同
級
生

が
働
い
て
い
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の

再
会
に
話
が
弾
み
ま
し
た
。
実
家

に
帰
っ
た
と
き
で
さ
え
会
う
約
束

を
し
な
い
と
友
人
や
知
人
に
会
う

こ
と
も
な
い
の
に
、
霧
島
の
地
で
ふ

と
会
え
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
夫
か
ら
は
「
霧
島
に
縁
が
あ

る
ん
だ
ね
。
大
切
に
」
と
言
わ
れ
、

ま
す
ま
す
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

（
Ａ
・
Ｍ
30
歳
女
性
）

●

霧
島
で
再
会
で
き
て
良
か
っ
た

で
す
ね
。
お
母
さ
ん
方
と
の
交
流

に
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
お

薦
め
で
す
。
子
ど
も
さ
ん
も
お
母

さ
ん
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
今
年
の

４
月
に
作
成
し
た
子
育
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
「
ぐ
ん
ぐ
ん
の
木
」
も
役

立
ち
ま
す
よ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
の
ほ
か
30
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

れ
、
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
５
年
前
に
え
び
の
高
原
の

売
店
で
買
っ
た
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
が

今
年
初
め
て
咲
き
、
感
動
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
触
発
さ
れ
東
京
都
文

京
区
の
根
津
神
社
の
つ
つ
じ
祭
り

に
参
加
し
ま
し
た
。
30
㍍
ほ
ど
の

崖
の
斜
面
は
、
色
と
り
ど
り
の
ツ
ツ

ジ
が
咲
き
乱
れ
壮
観
で
し
た
。
後

方
の
高
層
ビ
ル
群
を
霧
島
の
山
々

に
置
き
換
え
て
故
郷
を
し
の
び
ま

し
た
。
お
は
ら
節
の
「
花
は
き
り
し

ま
、
た
ば
こ
は
国
分
」
の
花
は
何
の

花
で
し
ょ
う
か
。
教
え
て
く
だ
さ

い
。（
松
戸
ゆ
う
か
り
84
歳
男
性
）

●

霧
島
市
教
育
委
員
会
に
聞
き
ま

し
た
。
国
分
の
た
ば
こ
が
江
戸
で

評
判
と
な
っ
た
の
が
元げ

ん

禄ろ
く

の
こ
ろ

か
ら
で
、
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
が
江

戸
で
評
判
と
な
っ
た
の
も
同
時
期

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
お
は
ら
節
で
歌
わ
れ
て
い
る

花
は
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
よ
う
で
す
。

霧
島
市
に
住
み
始
め
て
６
年
。

結
婚
、
出
産
、
マ
イ
ホ
ー

ム
購
入
と
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
ク

リ
ア
し
て
き
ま
し
た
。
で
も
人
見

知
り
で
人
付
き
合
い
が
下
手
な
私

⃝  日時＝７月20日（月・祝）午前８時30分
から

⃝  場所＝柊
くぬぎ

原
ば る

海岸（垂水南漁港隣）
⃝  参加料＝1,000円（保険・弁当代込み）
⃝  申込期限＝6月30日（火）※先着順
＝垂水市社会教育課 ☎0994（32）3091

第9回錦江湾シーカヤック大会in垂水垂水市

環霧島・錦江湾奥イベント情報

⃝  期間＝７月８日（水）午後７時30分か
ら、９日（木）午後６時45分から

⃝  場所＝神
か ん

柱
ばしら

宮
ぐ う

周辺（前田町1417-1）

＝おかげ祭り振興会  ☎0986（21）4835

都城六月灯おかげ祭り都城市

※環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構  成され、県境を越えて連携し地域活性化を図ります。錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて連携し、地域活性化を図ります。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。
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※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955までご連絡ください。

昨年９月に舞鶴中学校前にオープンしました。焼きたてのパンとひきた
てのおいしいコーヒーを木造りのぬくもりのある店内でゆっくりお楽しみ
ください。
朝９時までにお買上げいただいた人にはコーヒーを無料でサービス。
カフェスペースで焼きたてのおいしいパンと一緒に優雅な朝にしませんか。

R
リーノ

eeNoの商品券（1,000円分）をプレゼント

地
域
力
で
夢
を
実
現
す
る

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

霧
島
神
宮
前
の
観
光
案
内
所

下
か
ら
霧
島
小
学
校
下
に
か
け

て
広
が
る
霧
島
川
沿
い
の
美
し

い
渓
谷
は
「
霧
島
神
水
峡
」
と

呼
ば
れ
、
旧
霧
島
町
時
代
か
ら

遊
歩
道
の
整
備
が
望
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

霧
島
市
が
誕
生
し
、
地
質
か

ら
霧
島
山
を
磨
き
直
す
ジ
オ
パ

ー
ク
活
動
に
取
り
組
む
中
、「
霧

島
神
水
峡
」
に
あ
る
高
さ
40
㍍

に
も
及
ぶ
溶
岩
壁
は
、
今
か
ら

約
１
１
０
０
年
前
の
御
鉢
の
噴

火
に
よ
り
流
れ
出
た
溶
岩
が
、

冷
え
て
固
ま
る
と
き
に
六
角
形

の
柱
状
に
な
る
柱

ち
ゅ
う

状じ
ょ
う

節せ
つ

理り

で
あ

る
と
判
明
し
ま
し
た
。

霧
島
地
区
で
は
「
霧
島
神
水

峡
」
に
光
を
当
て
よ
う
と
、
ふ

る
さ
と
霧
島
夏
祭
り
実
行
委
員

会
の
青
年
た
ち
が
現
地
調
査
を

繰
り
返
し
行
い
、
地
区
自
治
公

民
館
や
地
域
審
議
会
、
神
宮
前

通
り
会
な
ど
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
組
織
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、

私
に
ジ
オ
サ
イ
ト
と
し
て
遊
歩

道
整
備
の
必
要
性
を
訴
え
て
き

ま
し
た
。
そ
の
渓
谷
美
の
迫
力

に
も
劣
ら
な
い
地
域
の
青
年
た

ち
の
情
熱
と
行
動
力
が
市
と
県

を
動
か
し
、
平
成
27
年
３
月
、

遊
歩
道
の
完
成
に
至
り
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
遊
歩
道
に
魂
を

込
め
る
地
域
の
皆
さ
ん
の
熱
い

語
ら
い
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

◎人口／127,420人（＋578）
男性／ 61,378人（＋532）
女性／ 66,042人（＋ 46）
出生 101人／死亡 104人
転入1,505人／転出 917人
◎世帯数／60,046世帯（＋760）

（平成27年５月１日現在）

E
D

IT
O

R
'S

空き家の取材で、本当に市内の空き家が多いことに驚きました。今
も新築が増え続けていますが、将来空き家になる恐れがあると思

うと、これからは生み出した“後”の想像力が求められます。でも、私は
生み出すことで精いっぱい。毎号原稿が書けず苦しんでいます（川床）

京都に行ったときのこと。観光名所にちらほらとカメラ女子の姿が。
「格好いいな」と思いつつ、某電気屋さんに行くと、手頃な値段

から、とんでもなくお高い物まで。お気に入りのカメラを見つけました
が、なかなか財布に手が伸びない。この号が発行するまでには…（土井）

池巡りの取材で午前７時半にえびの高原集合だったので、４時前に
日の出撮影のため韓国岳登山。韓国岳と池巡りくらい大丈夫だろ

うと簡単に考えていたが、韓国岳下山後、池巡りを小走りで数往復するこ
とに。結局カメラを抱えて９時間の山歩き。広報には体力も必要（古市）

全国広報コンクール受賞には、たくさんのお便りや電話をいただき
ました。ありがとうございます。入選した200号を編集して私自

身、広報誌の可能性・必要性を改めて感じました。これからも、皆さん
の一歩につながる広報誌を目指して、スタッフ一同、頑張ります（美坂）

霧島市ホームページ

◎ 「広報きりしま」にお便りをくださった方の中からBakery＆Cafe R
リ ー ノ
eeNoより「商品券

1,000円」を15人にプレゼント。応募締め切りは６月22日（月）当日消印有効です。※当
選の発表は、賞品の発送を持ってかえさせていただきます。

たまに通る国分府中の沿道が、いつ
のまにか青、紫、白など華やかに彩
られていました。鮮やかな色で目を楽
しませてくれる初夏の風物詩「アジサ
イ」。透き通るような青色にしばし見と
れ写真に収めることに。遠くから見る
たくさんのアジサイもきれいですが、近
づいて一つ一つの花を見ると水滴をは
じいていて、そのみずみずしさにあら
ためて見とれてしまいました。アジサイ
のおかげで梅雨もうきうきです（川床）

アジサイ・イン・ブルー
５月24日　午前10時39分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ18 ～135㎜
F3.5-5.6　1/200s　 F5.6　 ISO125

今月の表紙

➡市ホームページからもプ
レゼントの申し込みができ
ます。

霧島市国分中央６丁目21-37　☎（57）8888
営業時間／午前７時～午後７時30分（冬期は午後７時まで）　定休日／水曜日

鹿 児島県では、夜間における子どもの急な病気について、
看護師が応急処置や医療機関の受診の必要性などの助

言を行う「鹿児島県小児救急電話相談」を実施しています。子
どもの急な発熱、おう吐

と
、下痢、腹痛などで分からないこと

があるときに、ご利用ください。

夜間の小児救急電話相談　＃8000

ダイヤル回線電話、光電話、ＩＰ電話、市外局番「0986」の固
定電話の場合は☎099（254）1186へお電話ください。

中綴じのクーポンも
ご利用ください。

☎県内統一��＃8000
（携帯電話・スマートフォン可）

◦相談対象者＝おおむね15歳未満の子ども
◦受付時間＝毎日　午後７時～午後11時
◦相談員＝看護師

Bakery＆Cafe R
リ ー ノ
eeNo

市の情報をタイムリーに
お知らせします。

霧島市公式ツイッター

市ホームページまたは携帯
サイトをご覧いただけます。
ご利用の携帯電話や読み取
りアプリによって表示され
る内容が異なります。

広報きりしま  26



〈随ずいそう想〉

私
が
山
に
登
り
始
め
た
の
は
今
か

ら
25
年
ほ
ど
前
の
こ
と
に
な
り
ま

す
。新

婚
の
こ
ろ
、
龍
馬
と
お
龍
さ

ん
を
気
取
り
、
天
孫
降
臨
神
話
の

あ
る
高
千
穂
峰
に
登
り
ま
し
た
。

今
思
え
ば
そ
の
時
、
霧
島
山
の
神

様
に
見
初
め
ら
れ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
何
度
も
霧
島

を
訪
れ
、
長
女
、
次
女
、
長
男
を

背
負
い
、
韓
国
岳
、
大
浪
池
に
登

り
、
長
女
は
３
歳
に
し
て
自
力
で

韓
国
岳
に
登
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

５
人
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
、
そ

し
て
私
た
ち
夫
婦
の
体
重
の
成
長

と
と
も
に
、
い
つ
し
か
山
か
ら
遠

ざ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

今
か
ら
３
年
前
、
現
在
の
勤
務

地
で
あ
る
霧
島
警
察
署
神
宮
前
駐

在
所
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
新
燃
岳
噴
火
の
後
、
平
成

24
年
７
月
の
韓
国
岳
、
高
千
穂
峰

の
登
山
道
規
制
解
除
、
そ
し
て
山

岳
遭
難
事
故
が
連
続
発
生
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
ま
た
山
に
登

り
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
つ
し
か
高
千
穂
峰
だ
け
で
１
９

０
回
、
韓
国
岳
な
ど
を
含
め
る
と

２
２
５
回
ほ
ど
霧
島
山
に
登
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
っ
か
り

霧
島
山
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
て

し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

登
る
中
で
一
期
一
会
の
出
会
い

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
昭
和

63
年
ご
ろ
、
高
千
穂
峰
に
３
年
半

も
こ
も
り
、
毎
日
高
千
穂
峰
か
ら

韓
国
岳
を
縦
走
す
る
千
日
回
峰
行

を
達
成
し
た
仙
人
の
よ
う
な
お
坊

さ
ん
。
２
０
０
０
回
以
上
も
高
千

穂
峰
に
登
っ
て
い
る
Ｈ
さ
ん
。
霧

島
の
す
て
き
な
写
真
を
撮
り
、
写

真
集
の
出
版
を
夢
見
て
い
る
山
友

の
Ｍ
さ
ん
。
す
て
き
な
人
た
ち
と

の
出
会
い
は
私
の
一
生
の
財
産
に

な
り
ま
し
た
。
３
月
に
は
マ
ン
サ

ク
、
４
月
は
ノ
カ
イ
ド
ウ
、
５
月

は
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
、
６
月
は
ヤ

マ
ボ
ウ
シ
、
紅
葉
、
樹
氷
な
ど
、

霧
島
山
は
１
年
を
通
し
て
登
山
客

の
目
を
飽
き
さ
せ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
霧
島
の
地

で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
の

日
々
で
す
。

霧
島
山
は
登
山
客
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
反
面
、
毎
年
山
岳
遭
難

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
真
夏

に
水
も
持
た
ず
登
山
し
た
り
、
早

朝
や
夕
方
に
照
明
器
具
を
持
た
ず

携
帯
電
話
の
明
か
り
だ
け
で
登
山

し
た
り
す
る
安
易
な
登
山
客
を

時
々
見
掛
け
ま
す
。
霧
島
山
は
園

児
で
も
登
れ
る
山
で
す
が
、
万
一

の
こ
と
を
考
え
て
、
最
低
限
の
準

Profile

霧島山がつなぐ縁
◎諏訪  俊郎

似
た
も
の
夫
婦
と
い
い
ま
す
が
、

今
で
は
す
っ
か
り
、
１
１
０
番
な

ら
ぬ
体
重
１
１
０
㌔
の
私
の
方
に

似
て
し
ま
っ
た
妻
が
、
か
れ
ん
な

山
ガ
ー
ル
（
？
）
だ
っ
た
影
響
で
、

備
や
注
意
、
確
実
な
登
山
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。

も
う
一
つ
だ
け
残
念
な
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
毎
回
登
山
道
に
た
ば

こ
の
吸
殻
や
ご
み
が
落
ち
て
い
る

こ
と
で
す
。
自
然
に
敬
意
を
払
い
、

霧
島
の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
大
事

に
守
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に

マ
ナ
ー
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
の
方
々

と
協
力
し
て
、
微
力
な
が
ら
霧
島

の
安
心
安
全
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
霧
島
山
で

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

高
千
穂
峰
山
頂
の
天
逆
鉾

（
友
人
の
Ｍ
さ
ん
撮
影
）

すわ  しゅんろう（57）

さつま町生まれ。昭和58年に初任
地の鹿屋警察署に勤務。平成24年
３月に霧島警察署神宮前駐在所に
赴任。32年の内、16年が駐在所勤
務。巡査部長。趣味は音楽・映画鑑
賞。家族は妻と３男２女。定年後
はキャンピングカーで全国の山を
巡るのが夢。霧島田口在住。
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